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挨 拶 

剣道専門分科会 会長      

長尾 進（明治大学 教授） 
 

 このたびの剣道専門分科会総

会（令和 2 年 9 月 7～13 日）に

おきまして、会長への就任をご

承認いただきました長尾でござ

います。佐藤成明先生、杉江正

敏先生、巽申直先生、大保木輝

雄先生、湯浅晃先生という学識

豊かな錚々たる先生方のあとを

拝命しましたことに、身の引き

締まる思いです。浅学ではあり

ますが、任期の間精一杯務める

所存です。何卒宜しくお願いい

たします。 

21 世紀を間近にしたころ剣道

人口の減少がみられはじめたな

かで、「日本の伝統文化に基づく

剣道の人文社会科学的研究、ス

ポーツ医・科学に基づく自然科

学的研究、競技力向上のための

実践的研究、教育現場における

指導法の研究、生涯武道として

の剣道の研究、国際化への対

応」などの諸課題について、よ

り学際的な立場から剣道の未来

を考えていこうという趣旨で、

百鬼史訓先生を発起人代表、横

山直也先生を事務局長として剣

道専門分科会の設立が企図さ

れ、平成 9（1997）年の日本武

道学会総会で承認ののち、平成

11（1999）年度より活動を開始

して、20 年を超える歩みをのこ

してきました。 

その間おもに、必修化をめぐ

る課題や指導法の研究、国際剣

道連盟加盟国が 50 か国・地域を

超えるほど海外普及が進んだな

かでの国際的課題の研究など、

その時々のトピックに対して深

くかつ幅広い知見をお持ちの講

師やパネリストをお招きして、

大会時の企画や年度末の研究会

を催してきました。その成果は

機関誌『ESPRIT』（年 1回発

行）に反映され、これもすでに

16号を数えております。最近で

は、中堅・若手の先生方の優れ

た研究紹介をはじめラインナッ

プ・内容もさらに充実し、バッ

クナンバーを読まれた会員以外

の方からも好評を得ておりま

す。 

こうした会の充実の反面、剣

道研究をめぐる状況は大変厳し

いものがあります。全国の大学

における剣道の授業や研究者・

研究拠点が（剣道だけでなく体

育・武道全般に言えることかも

しれませんが）、ここ 30 年来の

大綱化や法人化の流れもあっ

て、なかなか思うように確保で

きない現状があります。これ

は、剣道がオリンピック種目で

はないという不利さも一面であ

るかもしれませんが、何とかし

なければならない課題ととらえ

ております。世代や国境を超え

て生涯にわたって親しむことの

できる身体運動文化としての良

い面をアピールしながら、単に

体育・武道の一領域としてだけ

ではなく多様な領域のなかで剣

道の授業や研究者・研究拠点を

確保していく努力が必要と考え

ます。このことは、この会の設

立当時からの課題である若手研

究者の育成にも直接に関係する

ことでもあり、皆さんとともに

より良い方向性を見出していき

たいと考えております。 

また剣道に関する研究は、す

でに人文・社会・自然科学等の

各方面から多くの研究がなされ

蓄積されていますが、この分科

会が当初から課題としていた

「より学際的な立場から剣道の

未来を考える」については、道

半ばかと思います。これは武道

全般についてもいえることであ

り、たとえば前会長・湯浅晃先
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生が月刊『武道』の連載で他の

格闘技・スポーツ・遊戯・身体

文化などとの比較のうえで日本

武道の本質や固有性、普遍性を

考究されたように、剣道研究に

おいても他領域からの視点をよ

り取り入れていく必要があると

考えています。 

人文系の研究でいえば、たと

えば剣道具に関する研究は民俗

学や博物館学の分野に大いに見

るべきものがあります。そこで

の考察は、運動用具史的視点だ

けではなく、産業史・工業史的

観点からの綿密・詳細なものが

あり、大変参考になります。ま

た剣道の技術・道具が、槍術と

の相互補完的関係において発展

してきたことはこれまでにも指

摘されていますが、日本剣道形

で用いられる用語（たとえば、

「入身になろうとする」など）

の意味は、槍術の「入身稽古」

を知ることによって理解が深ま

ります。これらは一例にすぎま

せんが、今後は他学会や他領域

との交流も積極的にはかりなが

ら、剣道研究の厚みを増してい

く努力が求められると思いま

す。 

また、剣道の国際展開との関

係でいえば、日本には剣道発祥

国として剣道に関する諸々の事

項について発信・回答していく

姿勢がさらに求められるでしょ

う。国際剣道界において日本が

リスペクトされる存在であり続

けるためには、エビデンスに基

づく責任ある発信・回答をする

ことが大事であり、剣道専門分

科会に所属する先生方の研究や

発信が、その期待に応えていく

ベースとなるでしょう。 

さらには、現今の新型コロナ

ウイルス感染症拡大状況のな

か、剣道についてもマスクやシ

ールド等の着用など「新たな様

式」が定着しつつあります。本

年度の日本武道学会剣道専門分

科会企画においては、東京医科

歯科大学名誉教授の宮坂信之先

生を講師としてお招きし、剣道

が新型コロナウイルスとどう向

き合っていくかについて、大変

懇切で示唆に富むご講演をいた

だき、質疑も活発に行われまし

た。その質疑のなかで先生も触

れておられましが、今のような

状況であるからこそ、たとえば

「形」について見直すなど、新

たな向き合い方があるはずだと

のご提言をいただきました。飛

沫を多く発生させる掛け声や発

声も剣道を構成する重要な一部

ですが、たとえば発声と同時の

打突が剣道で一般的となったの

は、この 130～140 年ほどではな

いでしょうか。剣道の悠久の歴

史からみれば、比較的新しい事

ですし、古流のなかには無声で

行われる形も多くあります。こ

うしたことも含め、今は剣道と

いう身体運動文化のもつ豊かさ

や多様性を見直す好機であろう

と思います。皆さんと一緒に、

考えていきたいと思います。
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日本武道学会会長退任のご挨拶と 
剣道専門分科会に期待すること 
 

日本武道学会 前会長・顧問  
剣道専門分科会 顧問                  

百鬼 史訓（東京農工大学 名誉教授） 
 

この度、4 期 12 年間（2008～

2020）に亘り日本武道学会会長

として長きに亘り就任して参り

ましたが、令和 2 年 3 月 31 日付

けをもちまして退任いたしまし

た。就任中は、諸先生・諸先

輩・同僚・後輩のみならず多く

の会員の皆様方のご指導とご協

力により大役を務めることがで

きました。心より厚く御礼を申

し上げます。この間、学術活動

の活性化や学会会員の大学にお

けるステータス向上のための啓

発、武道の本質にかかわる議論

や国際的学術活動の発信・拡大

等を行って参りました。特に

2018 年には学会創立 50周年記

念事業の実施に関われましたこ

とは、大変意義深く名誉なこと

と思っております。学会の発展

に、多少なりとも寄与できたの

であれば幸いと思っておりま

す。そして、新たに剣道専門部

会の仲間であり役員であった大

保木輝雄新会長そして長尾進新

理事長にバトンを渡すことがで

き、内心安堵していると同時

に、両氏は学会の発展に大いに

貢献してくれるものと確信して

いる次第です。衷心より日本武

道学会の発展をご祈念申し上げ

ます。 

さて、剣道専門分科会の設立

当時には、剣道の国際化が進展

する一方、国内では剣道人口の

減少が問題視され、日本の伝統

文化としての剣道に関する様々

な課題がある中で、様々な角度

や学際的な立場で剣道の未来を

考え研究していく組織が必要で

あると考えられるようになって

おりました。そうした中、私も

発起人代表として剣道専門分科

会の設立を学会執行部に働きか

け、平成 9 年（1997）9 月の学

会総会には設立準備に入ること

が了承され、平成 10 年（1998）

9 月の学会大会時に設立発起人

会を開催して、9 月 30 日には発

起人名簿と設立趣旨を添えて正

式に設立申請し、同年の第 2回

理事会で承認されました。翌平

成 11 年（1999）年 9 月には、第

1回の分科会総会を開いて会則

を制定・施行し、平成 12 年度か

ら学会大会時に剣道専門分科会

主催の企画が開催されるように

なりました。 

佐藤成明初代会長のもとに幹

事長として分科会の旗振り役を

務めさせていただきましたが、

それ以来 21 年が経過しようとし

ております。 

現在、剣道専門分科会の活動

は、①日本武道学会年次大会時

の「分科会企画」における講

演・シンポジウム・ワークショ

ップ等の開催、②研究者同士の

研鑽や若手研究者の育成を目的

とした「研究会」の開催、③そ

れらの活動等を会報「ESPRIT」

として年 1回継続的に刊行、こ

の他に、学会大会時の「本部企

画」において、時々のテーマに

即したパネリストや報告者を分

科会から推薦しているなど、多

岐にわたって積極的に活動して

いることは大変喜ばしいことと

思っております。 

今後、剣道専門分科会の益々

のご発展と会員の皆様のご活躍

を期待いたします。 

最後になりますが、先生方の

益々のご活躍を期待して、いく

つか提言させていただくことを

ご容赦ください。 

1. 武道（剣道）の普及・発展に

資するために武道(剣道)に関わ

る様々な課題に対して、学術的



4 
 

観点から研究成果を社会に還元

して欲しい。 

2. 競技化・スポーツ化が進む中

で、武道（剣道）としての本質

的価値は何かを常に問うて欲し

い。 

3. 剣道という枠にとらわれない

で、武道全体あるいはもっと広

い視点から、剣道をとらえて研

究して欲しい。（俯瞰的思考） 

4. 先行研究を十分に吟味するこ

と、そして結論を急がないで欲

しい。（オリジナリティと客観

性） 

5. 中学校武道必修化の目標が達

成できるよう武道教育の充実や

課題解決につながる基礎的研究

をして欲しい。 

6. 大学教員の皆様においては、

大学において他領域の教員と同

等もしくはそれ以上の評価が得

られるよう努力して欲しい。（研

究業績、科学研究費などの外部

資金の獲得、学位（博士号）の

取得、国際学会への発表等） 

 

【参考文献】 

1. 日本武道学会創立五十周年記

念誌（日本武道学会）  
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1. イントロダクション 

【小澤】ただいまから日本武道学

会第 52 回大会剣道専門分科会企

画を始めさせていただきます。司

会は、専修大学の齋藤と常磐大学

の小澤が担当させていただきま

す。2 人ではありますけども、こ

の企画が盛会となりますよう努

めさせていただきます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。まず初

めに、剣道専門分科会会長の湯浅

先生にご挨拶をいただきます。そ

れでは、湯浅先生よろしくお願い

します。 

【湯浅】これから、和久先生より

「人口減少時代におけるスポー

ツ」というテーマでご講演をいた

だきます。人口減少、とりわけ剣

道界において若年層にどのよう

に剣道を取り組んでいくか、とい

うことが喫緊の課題として私た

ちは考えています。そういったこ

とも含めまして、今日、和久先生

からお話いただくことを参考に

しながら、剣道が一層発展してい

けるのかということを学ばせて

いただきたいと思います。 

和久先生に先ほどお話を伺っ

たところ、オリンピック・パラリ

ンピックの誘致が成功し、開催が

決まった直後に連絡があったそ

うですが、最初に思ったことは、

「うれしい」というよりも「やば

いぞ」というようなことを思われ

たそうです。それ以降現在に至る

まで、オリンピック・パラリンピ

ックの仕事だけではなく、日本の

スポーツ振興政策の立案の根幹

に携わっておられます。そういっ

たお忙しい中、我々のために時間

を割いていただきまして、本当に

ありがとうございます。本日は、

どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

【齋藤】本企画の趣旨について、

ご説明をさせていただきます。現

在の日本スポーツは、大きな変換

の真っ只中にあることは、皆さん

も十分に感じておられることと

存じます。東京オリンピック・パ

ラリンピックを来年に控えまし

て、日本や近隣の国においては、

オリンピック・パラリンピックの

プレ大会が今、行われています。

また、数週間後には世界三大スポ

ーツイベントとなっていますラ

グビーのワールドカップが行わ

れます。また、2021 年には関西方

面で、世界マスターズゲームスと

いう大きな大会が開催されます。

これらのようなスポーツイベン

トはもちろん、国内のスポーツが

盛んに行われている背景には、

2000 年 6 月に策定されましたス

ポーツ振興進行表計画、その後

2010 年のスポーツ立国戦略、そ

の翌年の 2011 年には、1961 年に

制定されたスポーツ振興法から

50 年ぶりにスポーツ基本法が制

定されたことが関連しています。

それに伴いまして、様々な法律や

施策が打ち出されてきています。

そこで本講演では、近年でのスポ

ーツムーブメントの最前線にお

られまして、政策や施策の立案や

その実施に深く関わってこられ

た、独立行政法人日本スポーツ振

興センターの情報・国際部部長の

和久先生をお招きいたしました。 

和久先生は、定職のほか、国立

スポーツ科学センター副センタ

ー長、筑波大学客員教授も務めて

おられます。東京オリンピック・

パラリンピックを丁度 1 年後に

迎えるこの時期に、大変なところ

かと思いますけれども、お越しい

ただきました。和久先生の略歴に

つきましては、大会抄録集の 8ペ

ージに掲載していますので、ご参

照いただければと存じます。また

略歴に加えて、沢山の関係著書を

令和元年度日本武道学会第 52回大会剣道専門分科会企画講演 

人口減少時代におけるスポーツ 
講師：和久 貴洋 氏（独立行政法人日本スポーツ振興センター 情報・国際部部長） 
司会：小澤 聡 氏（常磐大学 准教授）、齋藤 実 氏（専修大学 教授） 
 
日時：令和元年 9 月 6 日（金） 15:00～16:00 
場所：國學院大學 横浜たまプラーザキャンパス 

 



6 
 

掲載させていただきました。 

本日、和久先生には、現在、革

新的に進められています、日本ス

ポーツ政策のフロントラインに

ついて、政策実行者のお立場で、

人口減少時代におけるスポーツ

をテーマに情報提供をいただき

ます。皆様におかれましては、ご

自身のライフスタイルの視点や

剣道実施者の指導的立場、また、

武道や剣道に対する政策実行者

の立場、それぞれの視点から今回

の講演を聴講いただければと存

じます。長くなりましたが、和久

先生、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

2. 講演 

【和久】みなさん、こんにちは。

大変ご無沙汰しております。古巣

に戻ってきた感じで、大変うれし

く思っています。この場に立てる

ことを非常に嬉しく思うととも

に、企画委員の先生の皆様には貴

重な機会を設けていただき、厚く

御礼申し上げます。 

現在、私は日本スポーツ振興セ

ンターの情報・国際部に在籍し、

主に諸外国のスポーツ戦略とか、

各国の取り組みに関する情報を

収集・分析して、国や自治体に返

すという仕事をしています。それ

を通して、国や自治体のスポーツ

政策をより活性化させる仕事を

しています。そして今日は、これ

までの仕事の中で集めてきた情

報をもとに、これからの時代にお

ける、スポーツの在り方について

考えたいと思います。 

今日お話しする内容は、4 つの

パートに分かれています。1 つは

これから起こる日本の社会の変

化とその中でのスポーツの位置

づけを再考します。2 点目には、

最近 10〜20 年のスポーツ政策の

変遷とその中でのスポーツ政策

研究を概観します。3 つ目は、こ

うしたスポーツ政策の動向とそ

れに関連するスポーツ政策研究

の最新動向に着目します。最後に

最近の重要な取組事例とトピッ

クを紹介します。これらを通して、

2020 年以降の人口減少時代のな

かでのスポーツについて考えた

いと思います。 

 
□人口減少時代における日本の

社会の変化 

これから我々が直面する社会

の変化に関して、最も重要なもの

のひとつは人口減少と高齢化で

す。スライド 1 にありますように、

2020 年オリンピック・パラリン

ピックが開催された後、人口減少

が加速することが分かっていま

す。この人口減少時代の中で、人

口動態の内訳を見ると、若年層が

減り、高齢者層が増加し、その中

間にある生産年齢人口が減少し

ます。人口動態は嘘をつかないの

で、こうした状況が確実に訪れる

と言って良いでしょう。生産年齢

人口の減少は地域の担い手が減

ることを意味しているので、日本

国内の経済市場は小さくなりま

す。そして、これは結果的に税収

の減少を招きます。国の財源も減

り、自治体の財源も減ることにな

ります。一方、大都市圏では人口

は減らないものの、高齢化が加速

します。また、今の日本の社会は、

建物や交通インフラをはじめ

様々な社会資本が充実した社会

です。こうした社会資本は、人口

が増える前提で整備されていま

すが、今後は多くの社会資本が老

朽化し、建て替えや修復が必要に
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なります。先ほど申しました税収

が減るという状況の中で、保有す

る社会資本を現在の水準で維持

するのは不可能であるとも試算

されています。その結果、都市の

コンパクト化、すなわち都市が小

さくなっていくと考えられてい

ます。こうした社会の変化の中で

今後どこに投資をすべきかにつ

いて京都大学の諸富先生が指摘

しています。結論から言うと、こ

れからの都市は人と社会関係資

本に投資すべきであると述べて

います。その理由は、これから、

データや知識という無形資産の

重要性が高まる時代において、無

形資産を作れるのは人間のみで

あり、人が長く健康でいる必要が

あります。しかし、人は 1 人では

社会の中では生きていけず、人と

人、あるいは人と地域の絆や信頼

関係の中で生きていく存在です。

このような人間関係や社会関係

は「社会関係資本（ソーシャルキ

ャピタル）」と呼ばれ、そういっ

た社会関係資本の強化に投資を

していく必要がある、と諸富先生

は指摘しています。 

 
□社会関係資本とスポーツ 

人的資本と社会関係資本が重

要視される時代を迎えるにあた

って、これらとスポーツはどうい

う関係があるのでしょうか。人は

長く健康で生きなければなりま

せん。人の健康や体力の維持・向

上にスポーツは大きな意義・効果

があることは誰もが周知の事実

です。スポーツは骨格筋機能及び

心血管系機能の維持・向上に効果

があり、成人病の予防に有効であ

ることは知られています。WHO

の死因上位 5 つのうち 4 つは運

動不足が関係していることから

も、運動することは極めて重要で

す。さらに最近では、読解力や注

意力、集中力、認知力、記憶力、

自尊心、鬱、といった精神機能や

脳機能の改善にも運動やスポー

ツが効果的であることが分かっ

てきています。認知症の予防に関

して、最も研究エビデンスが多い

のはスポーツ、運動です。これか

らの時代、人的資本の投資におい

てスポーツ・運動は極めて重要な

位置づけになっていきます。 

一方、社会関係資本については、

その醸成・強化が人の健康や地域

の経済活動を促進させることが

分かっています。スポーツは、地

域の中での支え合いや地域の人

との関わり、多世代の交流、地域

組織活動への参加といった社会

関係資本の醸成・強化に有効であ

ることが明らかにされています。 

さて、このようにスポーツの位

置付けがこれまで以上に高まる

中で、スポーツを取り巻く社会情

勢には多様な変化が起こってい

ます。防災・減災への意識の高ま

り、気象・気候変動、人々の価値

観の多様化、女性の活躍促進や障

がい者の社会参加などの共生社

会の実現、働き方改革、データ産

業や知識産業などのビジネスモ

デルの変化、子供の安全、認知症

予防、AI（人工知能）の発達、SNS

（ソーシャル・ネットワーキン

グ・サービス）を使ったコミュニ

ケーションスタイルの変化など、

政策・産業・科学技術・自然・人々

の価値観や意識など様々な面で

変化が起きています。これらの変

化は、ピーター・F・ドラッカー

（経営学者）が示すイノベーショ

ンの 7 つの機会に該当します。こ

うした大きな社会変化の中でス

ポーツの在り方を考える必要が

あります。 

 
□国内スポーツの現状 

社会情勢のみならず、スポーツ
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自体にも変化が起きています。オ

ーガナイズド・スポーツ（組織化

されたスポーツ）の人口は、ここ

20 年間、横ばいもしくは減少し

ています。それに対し、ウォーキ

ングや筋トレ、ジョギングのよう

な、組織に所属をせずに一人でで

きる「ノンオーガナイズド・スポ

ーツ」への参加者は大きく増えて

います。ここから我々が認識すべ

きことは、人々のスポーツへの参

加スタイルが変わっているとい

うことです。組織化されたスポー

ツへの参加から個人でのスポー

ツ活動への参加にシフトしてい

ることを前提に考える必要があ

ります。 

次に、来年、東京 2020 大会が

あり、2021 年には関西ワールド

マスターズゲームズ、今年はラグ

ビーワールドカップと大規模な

国際スポーツイベントを控えて

います。多くの人々が、こういっ

た国際スポーツイベントを開催

すると、それが刺激になってスポ

ーツに参加する人が増えると考

えています。しかし、実は 2000 年

以降、オリンピック開催国でスポ

ーツ参加者やスポーツ参加率が

増えた国はひとつもありません。

例えば、カナダバンクーバー2010

年、スポーツ参加人口は増えてい

ません。また、2012 年のロンドン

オリンピックでも、オリンピック

開催が人々の身体活動を向上さ

せたというエビデンスはありま

せん。他の国々も同様です。オリ

ンピックという大きなスポーツ

イベントが刺激になって、世の中

全体でスポーツ参加者が増える

という「トリクルダウン効果（大

富豪や富裕層の政策支援を行う

ことが経済活動を活性化し、結果

的に富が低所得者層に向かって

徐々に流れ落ち、国民全体の利益

となるという意味の経済学用語）」

は神話です。したがって、トリク

ルダウン効果を引き起こすため

には、そのために必要な施策や事

業をしっかり実施・展開していく

必要があります。オリンピック・

パラリンピックの開催自体は、日

本やスポーツにとって良いこと

と考えていますが、それを今後の

スポーツ参加促進につなげるた

めには、そのための政策や取り組

みを意図的にしっかりと展開す

ることが重要なのです。また、大

規模スポーツイベントをテレビ

や会場で観戦し、それにインスパ

イアされてスポーツへの動機付

けが高まるという考えもありま

すが、2017 年に札幌で開催され

た冬季アジア大会時に実施した

我々の調査結果では、自宅観戦に

せよ会場観戦にせよ、観戦者の多

くは運動やスポーツをする習慣

がある人でした。スポーツ・運動

するという習慣のない人々は、ス

ポーツイベントを観るとは限ら

ないのです。 

さらに、次のような研究もあり

ます。スポーツの振興のためにス

ポーツ普及事業やスポーツ教室

などが多く実施されていますが、

山形県のある市で行われたウォ

ーキングイベントに参加した

200 人を対象に、ウォーキングイ

ベント前後で運動をするように

なったか行動変容を調査しまし

た。その結果、このウォーキング

イベントに参加した 8 割を超え

る人はすでに運動をしている人

でした。また、ウォーキングイベ

ントに参加したからといってそ

うした人たちの行動変容は起こ

らないということも示されまし

た。運動していない人はこうした

普及イベントに参加することは

少なく、また単発のイベント参加

は行動変容への効果も少ないの

です。こうしたことは、最近、様々

な研究で確認されています。従来、

我々が行ってきたスポーツ普及

の取り組みは、スポーツへの参加

者を増やす意味において、本来の

真のターゲットにアプローチで

きていないことになります。こう

したスポーツや社会の変化の中

で、これからのスポーツをどのよ

うに捉え、どのように推進してい

くかが重要課題なのです。 

 
□国内におけるスポーツ政策 

次に、ここ 10 年ほどのスポー

ツ政策の動きについて見ていき

ます。やはりオリンピック・パラ

リンピックが契機となり、スポー

ツ政策における様々な革新が起

こっています。その中でも最も大

きな政策革新の 1 つは 2011 年の

スポーツ基本法の制定です。スポ

ーツ基本法は実に約 50 年ぶりに

全面改正され、それに基づいてス

ポーツ基本計画が策定されまし

た。そして 2015 年にスポーツ庁

が創設されました。これは、日本

のスポーツ政策やスポーツシス

テムの大きな革新です。スポーツ

庁の創設前後から様々な新規事
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業が打ち出されます。2017 年頃

までは、ハイパフォーマンススポ

ーツ政策領域を中心に、スポー

ツ・コーチング、女性アスリート

の強化支援、トップアスリートの

強化研究拠点の在り方、ワールド

クラスコーチ育成、デュアルキャ

リアなどの新規事業が設置され、

それらは一定の成果を上げてき

ました。ナショナルトレーニング

センターも拡充され、いよいよ今

月には拡充棟がオープンします。

次に、2017 年から 2019 年にかけ

ては、スポーツの参加促進に係る

新規の政策・事業が打ち出されて

います。例えば、大学スポーツの

振興のための UNIVAS の創設、障

害者スポーツの普及促進、さらに

は民間ビジネスマンの身体活動

量の増加、スポーツエールカンパ

ニー、などの取り組みがあります。

これらの他にも、学校運動部活動

ガイドラインやスポーツ実施率

向上のための行動計画も策定さ

れています。今後の社会の変化を

踏まえ、国もスポーツ政策を活性

化し、これからの時代にあったス

ポーツを推進しようとしている

のが分かります。このように国の

スポーツ政策は活性化していま

すが、住民のスポーツ参加促進は

自治体が担うので、今後は自治体

のスポーツ政策の活性化が課題

と言えます。 

さて、このようにスポーツ政策

が活性化する中で、スポーツ政策

研究ではどのような研究が行わ

れているか概観します。政策研究

は、政策決定プロセスを研究対象

とする政策決定研究、政策の実施

過程を対象とする政策実施研究、

政策の評価や効果に焦点を当て

る政策評価研究、政策を作り出す

うえでの様々な課題の分析を行

う政策分析研究に体系化されま

す。こうした観点からスポーツ政

策研究を見てみると、スポーツ政

策領域では政策実施研究や政策

分析研究は比較的多く行われて

いますが、政策評価研究や政策決

定研究は多くはないようです。特

に、2010 年以降の論文では、国の

新しいスポーツ政策に対して、ア

クターはどう対応するか、課題は

どこにあるかといったことに主

眼を置く研究が多く見られます。 

次に、政策革新研究についてみ

てみます。「政策革新とは新規と

認識される政策」あるいは「中央

政府からの自律性又は新規性の

ある政策が自治体で採用される

こと、又はその政策自体」と定義

されています。政策革新が生起し

波及するメカニズムとして、自治

体内の内生条件により生起した

政策革新が、自治体間の相互参照

と国が当該政策を採用によって

生じる横並び競争により全国に

波及していくという「動的相互依

存モデル」を伊藤は提唱していま

す。中司は、スポーツ政策分野に

おける政策革新について動的相

互依存モデルに基づき調査し、ス

ポーツ政策分野では自治体間の

相互参照は活発に行われている

ものの、政策革新が少ないことを

報告しています。また、我々の研

究においても、2013 年以降、スポ

ーツへの社会的・政策的関心が高

まっている状況においても、知

識・情報、エビデンスの不足、ス

ポーツ政策革新への意識の低さ、

人員・時間・財源の不足などが障

壁となり、自治体におけるスポー

ツ政策革新は少ないという実態

を報告しています。 

 
□スポーツ政策における重要課

題と最新取組 

ここでは、最近のスポーツ政策

における重要な課題をいくつか

取り上げ、それらに関する最新理

論と取組事例を紹介します。まず、

スポーツ未実施者の参加促進に

関する最新理論・知見としては、

行動変容理論、ゲートウェイ、及

び居住環境要因が挙げられます。

行動変容理論は、人の行動変容を

5 つのステージ（無関心期、関心

期、準備期、行動期、維持期）で

捉えるものです。大学生を対象に

運動行動の変容ステージに対応

した体育授業プログラムを実施

することが無関心期や関心期の

ステージにある学生の運動習慣

に一定の効果があったことが報

告されています。ゲートウェイは、

ある目的とする行動の獲得又は

増強を引き起こす「入り口」とな

る他の行動のことで、「運動」は

喫煙やアルコール摂取の抑制の

ゲートウェイになることが分か

っています。一方、「食事・栄養

や食生活に関する健康情報」や
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「趣味・余暇活動」は運動のゲー

トウェイとなりうることが報告

されています。スポーツ未実施者

の参加促進において、運動以外の

要素を組み合わせることはこれ

までアプローチしにくかったス

ポーツ未実施者の集客と行動変

容の有効な手段となり得ること

が考えられます。しかし、睡眠改

善と運動を組み合わせた我々の

先行研究の結果では、運動以外の

要素の組み合わせのスポーツ未

実施者の集客と行動変容に対す

る効果は限定的であったことも

示されています。こうした中、最

近、スーパー・商店やバス停・駅

へのアクセス、景観の良否、歩道

や自転車道の整備状況など生活

空間周辺の環境要因が人々の身

体活動量の影響要因として注目

されています。 

次に、子供のスポーツ活動に対

する保護者の影響、あるいは将来

のライフスタイルにおけるスポ

ーツ・運動への関わりの面でその

関係性が注目されている「フィジ

カルリテラシー」を取り上げます。

フィジカルリテラシーとは、「身

体を動かすことやスポーツ活動

に親しみ、継続するために必要と

なる基本的な知識・スキル、態度、

意欲、動機などの素養を習得する

こと」ということができます。

我々が子供を持つ保護者 1000 名

を対象に行ったオンライン調査

の結果では、多くの保護者はスポ

ーツが体力・健康に有益であるこ

とを認識していましたが、スポー

ツにはそれ以外の子育てで役立

つ多様な効果や意義があること

を認識していないことが明らか

になりました。また、保護者が子

育てについて信頼する情報源は

近所や学校など身近な情報源で

あり、そうした身近な環境にスポ

ーツに関する正しい知識や情報

があることが重要であることも

分かりました。 

続いて、重要なスポーツ政策課

題の 1 つであるスポーツを通じ

た地域活性化について考えます。

人口減少時代において地域の活

性化は重要課題の 1 つになって

います。地域活性化とは、概念的

には、地域に個人的・経済的・社

会的・環境的に何らかの付加価値

がもたらされている状態と定義

され、国際スポーツイベントの招

致・開催はそのための有効な方策

と考えられています。スポーツイ

ベントが開催地域にもたらす効

果には経済的効果、社会的効果、

及び環境的効果があることがこ

れまでの先行研究で実証されて

おり、それらのポジティブな効果

を生み出していく工夫が必要で

す。 

最後に運動部活動について考

えます。運動部活動は、教育政策、

学校長の期待する教育機会、顧問

の教育上の関心、及び生徒や保護

者のニーズなど様々なステーク

ホルダーの関心や期待が関係す

る難しい課題の 1 つです。運動部

活動における政策革新は、2018

年に発表された「運動部活動の在

り方に関する総合的なガイドラ

イン」と「外部指導員の制度化」

を挙げることができます。これら

の政策革新の背景には教員の働

き方改革がありますが、今後の少

子化を踏まえるとフィジカルリ

テラシーの観点からも運動部活

動の在り方を検討する必要があ

ると考えられます。運動部活動の

効果については、これまでにも数

多くの研究があり、その効果は大

きく健康・発達に関する効果、学

業等への教育効果、心理社会的発

達に関する効果、及びスポーツや

運動への態度や参加に関する効

果に整理することができます。今

後さらなる研究が望まれます。 

 
□スポーツ・インテグリティ 

これからの時代は、スポーツや

運動を行っていないスポーツ未

実施者の参加促進が重要であり、

そうした人々へのアプローチが

重要であることを述べました。そ

うした中で、最近、暴力・暴言や

ハラスメント、公的資金の不正使

用などスポーツ団体の不祥事が

メディアで取り上げられていま

す。スポーツをしていない人々は、

こうした不祥事を目にしてスポ

ーツをしよう、あるいはスポーツ

は良いものと思うでしょうか。こ

れからの時代、スポーツ・インテ

グリティは避けて通ることはで

きない課題です。最後に、スポー

ツ・インテグリティについて考え

たいと思います。 

スポーツ・インテグリティは

「スポーツが様々な脅威により

欠けるところなく、価値ある高潔

な状態」と定義されますが、その

概念が理解しにくく、スポーツ

界・関係者になかなか浸透しない

という状況があります。JSC スポ
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ーツ・インテグリティ・ユニット

では、スポーツ・インテグリティ

の概念を次のように整理してい

ます。日本は安全で、公平で公正

な社会です。その社会の中で行わ

れるスポーツですから、あらゆる

スポーツ活動においても、安全性、

公平性、及び公正性が保たれなけ

ればなりません。具体的には、ゲ

ームや試合の場面、トレーニング

や練習の場面、あるいはスポーツ

団体の組織運営の場面が挙げら

れます。こうしたスポーツ場面で

安全性、公平性、及び公正性が保

たれている状態をスポーツ・イン

テグリティと言います。ところが、

暴力・暴言、ハラスメント、ドー

ピング、公的な助成金の不正使用、

試合結果の操作、指導者資格の不

正付与などのように、スポーツ・

インテグリティを脅かす様々な

要因があります。これらの要因は、

スポーツの安全性・公平性・公正

性のいずれか、又は複数を損なっ

ています。このように捉えると、

スポーツ・インテグリティは理解

しやすく、個別の行為や事象の良

否に目を向けるのではなく、「安

全」「公平」「公正」という原則と

照らし合わせることが大切です。 

スポーツ・インテグリティ・ユ

ニットでは、現在、こうした不祥

事を未然に防ぐことに取り組ん

でいます。これまでスポーツ界で

は、発生した不祥事に対して事後

的に対応や対策を講じてきまし

た。しかし、いくら厳しい処分を

行ったり、改善策を講じたりして

も、事後的な対応だけでは不祥事

は根絶しませんでした。この反省

から、問題が起こるのを未然に防

ぐ、あるいはリスクが顕在化しな

いようにするという考え方に変

えました。この際に参考にしたの

が不正のトライアングル理論で

す。これは、1950 年にアメリカの

犯罪学者のクレッシーが「どのよ

うにして不正行為が起こるのか」

というメカニズムを提唱した理

論です。不正行為は、「動機」と

「機会」と「正当化」の 3 つの条

件が全て揃った時に起こるとい

うものです。この理論に基づき、

スポーツにおける不正行為が発

生する仮説を立てました。スポー

ツでは、「勝たなければならない」

「結果を出さなければならない」

「上層部から圧力」「より強い刺

激や興奮」「金銭的な見返り」と

いったものが動機・プレッシャー

になり得ます。機会については、

「外部の目が入らない・見られて

ない機会・空間」「審判から見え

てない場面」「誰にも見られてい

ない空間」が少なからず存在しま

す。さらには、「他のアスリート

もやっている」「慣習である」「大

ごとにはならない」「軽く考えて

しまった」などは正当化の理由に

なります。この仮説を考える上で、

最近注目すべき研究結果が発表

されました。それはドーピング行

為がなぜ起きるのかという研究

です。海外のエリートサッカー選

手約 1500 名を対象に行った調査

で、「自分が伸び悩んでいてパフ

ォーマンス向上に努めている時」

及び「ケガからの復帰に努めてい

る時」という 2 つのシナリオで、

どちらがドーピング禁止物質を

使用するか、アンケート調査を行

いました。その結果、自身の競技

力向上よりも、ケガからの復帰の

方がドーピング行為をしやすい

ということが分かりました。そし

て、ドーピング行為の決め手は罪

の意識であり、「所属チームのた

めである」とか「他の選手もやっ

ているから大丈夫である」とかの

正当化によって罪の意識を減ら

し、ドーピング行為を犯すという

メカニズムが明らかになりまし

た。さらに、確固たる道徳的価値

観が確立しているアスリートは、

何があっても自分を正当化する

ことはなかったという結果も示

されました。したがって、その高

い道徳観・倫理観を養うことが重

要になります。スポーツにおける

教育機能を考える上で重要な知
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見であると思います。 

さて、話を戻します。先に述べ

ました不正のトライアングルに

基づく仮説をもとに、JSC ではス

ポーツ・インテグリティに係る問

題発生リスクを観察するための

指標を開発し、競技者及び指導者

に対するモニタリングを実施し

ています。モニタリングの結果を

見ると、興味深い傾向が見えてき

ました。暴力やハラスメント、ド

ーピングなどのリスクを指導者

は競技者よりも楽観的に捉える

傾向があります。同じ空間や場面

にいても、競技者と指導者でその

捉え方には違いがあるというこ

とです。こうした違いを可視化し、

共有し、置かれた状況の改善策を

検討し、講じていくことによって

問題の発生を未然に防ぐことが

可能になると考えています。 

 

□まとめ 

今後、直面する人口減少時代に

おけるスポーツについて考えて

きましたが、本日のお話をまとめ

たいと思います。これからの人口

減少時代において、スポーツには

極めて大きな意義があり、今後は

個人的価値のみに留まらず、社会

的価値にも目を向ける必要があ

ります。これまでスポーツの恩恵

を受けていない人々、特にスポー

ツ未実施者に対してどのように

スポーツの価値をどう届けるか

が重要です。そのためには行動変

容理論やゲートウェイ、住居環境、

フィジカルリテラシーといった

最新の理論や知見を活用して、従

来の取り組みに加えて新たなア

プローチを行っていく必要があ

ります。スポーツイベントには、

地域を活性化する経済的効果、社

会的効果、環境的効果があり、そ

の効果を最大化するための工夫

が必要です。単に、イベントを開

催するだけでなく、それに合わせ

た様々なプログラムや仕掛けが

必要です。運動部活動は日本のス

ポーツシステムの中で重要な役

割を有していますが、今後はスポ

ーツ未実施者や子供、保護者を視

野に入れ、新しい役割や機能をも

つことが必要と考えられます。ス

ポーツが今後の社会における役

割を果たす上で、スポーツ・イン

テグリティはその前提となりま

す。あらゆるスポーツ場面におい

てスポーツの安全性・公平性・公

正性を確保するためのプログラ

ムやマネジメント、システムが必

要です。 

ご清聴ありがとうございまし

た。 

 

3. 質疑応答 

【小澤】和久先生、ありがとうご

ざいました。今回のキーワードと

して、私の中に残ったものがフィ

ジカル・リテラシーとスポーツ・

インテグリティというものにな

りますが、フィジカル・リテラシ

ー、つまり、スポーツをしたい意

欲とか動機の醸成という観点で

お話をされたと思います。そのと

きに、新規のスポーツ参加者の確

保という観点が展開されていた

かと思うんですけれども、すでに

スポーツを実施していた方に、そ

のまた社会人になられてスポー

ツを辞められた後にまた復活す

る、剣道の世界ではリバイバル剣

道とも言われていますが、スポー

ツ人口や剣道人口の確保という

ことも考えられるのではないか

と思います。 

そこで、政策の中で実施者以外

のリバイバル剣道の確保につい

て何か検討や知見等ございまし

たら教えてください。 

【和久】一度、スポーツから離脱

した人がスポーツに戻ってくる

という点で、その典型例として女

性のスポーツ参加が挙げられま

す。特にトップスポーツでは、女

性アスリートが結婚や妊娠を機

に引退してしまうことは多いで

す。妊娠・出産後の競技復帰を支

援する方策として、妊娠期間中や

出産後のトレーニングについて

研究が行われています。また育児

をしながらトレーニングを継続

できる環境づくりも重要視され

ています。その他、ママ同士でネ

ットワークを構築し、情報交換を

促進する仕掛けづくりも取り組

まれています。 

【大石】今日は貴重なお話ありが

とうございました。一度、スポー

ツを辞めたとき、その戻るきっか

けがなかなか掴みにくいという

ことがあります。剣道においては、

昔、「全国家庭婦人剣道大会」と

いうのがあって、あの大会が復帰

のきっかけになった人も多くい

たと思います。ただ現在では、そ

れが無くなってしまったので、そ

の復活を希望する声はしばしば

聞こえてきます。女性のアスリー

トを活性化するイベントだけで
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なく、普通のレベルの愛好家にお

いても、その復帰につながるよう

な機会やイベントができるとす

ごくいいなと感じています。そこ

で、和久先生の政策のレベルの中

で、実際にこういった内容のイベ

ントで、ターゲットは女性の復帰

にかかってくる具体的な動きは

あるのかどうかお聞きしたいで

す。 

【和久】私が知る限りでは、そう

した国内の事例は記憶にありま

せん。しかし、産後、体型や身体

諸機能を戻すために少し体を動

かしてみるなど多様なきっかけ

があると思います。そのような多

様なきっかけをイベント化する

のは有効な手段になると思いま

す。海外の事例で、そういったイ

ベントの情報を目にした気がし

ます。 

【太田】今日はありがとうござい

ました。現在、私が附属高校に関

わっているので、高校生のことを

考えていると、これからこの子た

ちはどうなるのだろうかと考え

させられました。 

部活動についてですが、教員の

働き方改革をから考えると、部活

動の時間を減らさなければなら

ない状況にあると思います。しか

し、部活動が運動未実施者へのあ

る種のゲートウェイになってい

て、もし部活動がなくなれば、お

そらく青年期のスポーツ人口は

激減すると思います。部活動を社

会体育の中で地域総合型スポー

ツクラブのほうに持っていくの

か、あるいは外部指導員が協力し

学校の中で行っていくのか、どの

方向が良いのかということを、私

自身迷っています。 

また、もう 1 つの部活動の課題

として、教師になる動機として部

活動の指導者になりたいと回答

する例があります。本学でも、学

生に「なぜ先生になりたいのか」

を聞いたときに、部活動の顧問に

なりたい、子どもたちにスポーツ

を教えたい、という社会科や理科

を専攻する学生が沢山います。こ

のような中で、部活動は今後どう

いうふうに進んでいけばいいの

だろうか、また部活動にどういう

意味があるんだろうかと思いま

すが、先生のお話をお聞かせいた

だければと思います。よろしくお

願いします。 

【和久】運動部活動というシステ

ムは非常にユニークで、海外には

ない日本独自のシステムです。私

は、日本の運動部活動システムは

重要と考えています。また、残し

ていくべきと考えていますが、人

口動態や教員の負担を考えると、

すべて教員で賄っていくには限

界があるので、外部指導員の活用

は避けられないと考えています。

ただ課題は、外部指導員が正しい

知識と正しいスキルを有してい

るか、適切なコーチングができる

か、学校教育の一環としての教育

的側面の確保など質の保証にあ

ると考えます。そのための研修機

会の充実を図ることが重要では

ないかと考えています。 

もう 1 つ、個人的に考えている

運動部活動の課題は、行動変容ス

テージや部活動へのニーズが異

なる人々（生徒、保護者）が 1 つ

の部活動というプラットフォー

ムに参画していることです。本当

に強くなりたいという生徒（保護

者）もいるし、まあまあ楽しめた

ら良いという生徒（保護者）もい

ます。体を動かして健康になれば

良いという生徒（又は保護者）も

います。またパフォーマンスや技

術の水準が高い生徒もいれば、低

い生徒もいます。多様なニーズや

レベルの生徒（保護者）が混在し

ています。それぞれの運動部活動

が、どういう人たちをターゲット

にしているかをオープンにする

必要があり、運動部活動のマネジ

メントがとても大事になってい

るのではないかと思います。 

【太田】働き方改革を考えたとき

に、教員定数があるので、その本

務はやはり教科教育だと思いま

す。しかし、教科外活動、課外活

動、それから行事などを考えたと

きに、もう少し教師を加配して仕

事量を分散することで、部活動も

ある種コントロールできるので

はないかと考えますが、このよう

な意見はスポーツ庁にはないの

でしょうか。 

【和久】私が知る限りでは分から

ないですけれども、財源の問題が

強く関係しますので、結論が出し

にくい課題ではないかと思いま

す。 

【木原】先生のお立場として、国
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政的なまた日本全体的な立場と

していらっしゃっているので、お

答えしづらいところがあるとは

思いますが、少年の人口がどんど

ん減少している中で、例えば、剣

道が他の競技と比べて、非常にア

ピール度が薄くて、これから剣道

をやろうという若い人が少なく

なってきていると私は思ってい

ます。日本においては、剣道のよ

うな特殊な競技が多くあるので

すが、これからの剣道の発展のた

めに少子化の時代に取り組んで

いく課題であったり、何か良い事

例があれば、何かご紹介いただけ

ればと思います。 

【和久】直接的にご参考になるか

は分かりませんが、ある競技団体

の取り組みが参考になるかと思

います。その競技団体は、その競

技が人の人生の中でこういう価

値があるということを団体のメ

ッセージとして公表しています。

これを通して社会に貢献してい

くというメッセージを組織とし

て公表しています。それぞれの競

技の本質的な価値や意義、面白さ

を明確化し、どう社会に貢献して

いくか発信していくことは重要

と考えています。 

【酒井】今日は、あらゆる研究結

果に基づいて、エビデンスベース

でお話いただいて、流石だなあと

思いました。今後、剣道専門分科

会として、今日のお話を剣道の問

題に落とし込んだ時、人口減少時

代に学会として、やるべき研究課

題があれば、教えていただければ

と思います。 

【和久】武道政策の研究はほとん

ど見当たらないと思います。スポ

ーツ庁を設立するときも、武道を

スポーツに入れるのか入れない

のかというのが議論されました。

しかし、剣道や柔道などの武道を

政策としてどうするのかという

研究は非常に少ないので、今後充

実させる必要があるのでないか

と考えています。また、武道をす

ることによってどういう効果が

あるのかを明らかにした研究は

見当たらないので、今後重要では

ないかと思います。 

【酒井】武道の何がいいのかって

いうものを証明した研究は意外

とないんですよね。やはり、先生

がおっしゃったことは重要だと

思いました。ありがとうございま

した。 

【和田】今日は貴重なお話を聞か

せていただいて、ありがとうござ

いました。経営学科で地域政策を

教えているので、非常に勉強にな

りました。今日のお話の中で、冒

頭のキーワードのイノベーショ

ンというのがあったと思います

が、私の中でどのように解釈・理

解したらいいのかということで、

質問させていただきます。1 つは

スポーツそのものの革新として

のイノベーション、もう 1 つは人

的資本あるいは個人的価値とい

うことで、スポーツを行う個人の

イノベーション、もう 1 つは社会

関係資本あるいは社会的価値と

いうことで、スポーツを行う社会

的価値のイノベーションの 3 つ

かと思いますが、それで間違いな

いでしょうか。また、この 3点が

どのような関係性を持っている

のでしょうか。 

【和久】はい、ありがとうござい

ます。核心的な質問と思います。

これまで行ってきたスポーツの

取り組みやアプローチは意義が

ありますので、それはそれで継続

する必要があると思います。しか

し、今後、新たに取り組まなけれ

ばならないイノベーションは、顧

客のイノベーション、顧客に対す

るアプローチのイノベーション、

及び顧客に対するプログラム、つ

まりサービスコンテンツのイノ

ベーションと考えています。 

【有田】最近、e-Sports が話題に

なっています。剣道と e-Sports を

融合することが可能になる時代

が来るのではないのかなと思い

ますが、e-Sports は今後どうなっ

ていくと考えていますか。 

【和久】ホットトピックスです。

実は、e-Sports については、国際

スポーツ界でも結論を出せてい

ません。IOC をはじめ国際スポー

ツ界が危惧しているのは若者の

スポーツ離れです。その若者の人

気が高いのは e-Sports です。それ

を、オリンピック種目に入れるか

どうかについては未だ議論して

います。さらに、e-Sports は経済

効果も非常に大きいものですか

ら、持続性や経済的基盤という意

味でも無視はできないというの

が現状です。あまり結論を早急に

出さないというのが現状と認識

しています。スポーツ庁でも同様

に検討を継続しているという段

階です。 

【小風】大学の研究者でもありま

せんし、剣道の専門家でもありま
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せんが、いろんな経緯から競技団

体、全日本剣道連盟とか、日本オ

リンピック委員会の理事という

ことで活動させていただいてお

ります。その観点から 1 つ、ご示

唆をいただければと思います。 

ここにおられる方には指導的な

立場におられて、また剣道の普及

指導や各団体でのいろいろな役

割を果たしている方が多いかと

思います。競技人口の減少によっ

て各競技団体は財政的に非常に

厳しくなる。そうすると、各競技

人口を増やすためにいろいろな

施策を行わなければならない。そ

うすると、さらに財政が苦しくな

るということで、これが負のスパ

イラルになってしまう。財源は限

られているわけですから、その中

で優先的にやっていかないとい

けないことを考えなければいけ

ない。これは各競技団体の共通の

課題ではないのかと思います。 

競技人口という点で見ますと、

今、外国からも大勢の方がいらっ

しゃっています。また、共生社会

ということになりますと、女性の

方はもちろん、障害を持たれる方、

スポーツ未実施者の方たちに、ど

うやったら剣道なりあるいは他

の競技、スポーツにはいっていけ

るかどうかを考えなければなら

ない。こういう政策が重要なんじ

ゃないかと思います。こういうテ

ーマがこの学会で取り上げられ

たということは、共生社会におけ

る剣道の良いテーマだったのか

なと思います。 

【和久】多くの競技団体の財政基

盤は弱いのは実情と思います。比

較的に財政的基盤がしっかりし

ているのはサッカーなど一部だ

と思います。競技団体の主な収入

源は、会員からの会費収入、大会

チケット収入、放映権収入です。

新たな財源を生み出すビジネス

モデルを考える必要があると思

います。一方、武道の場合、外国

人の武道ツーリズムが人気です。

この辺りをどうビジネス化して

いくかも検討の余地があると思

います。 

【数馬】ゲートウェイということ

にとても興味があります。今回の

オリンピックが一つの契機にな

って、所属先の工学部や情報学部

の先生がスポーツと AI に関する

研究をやり始めています。剣道専

門分科会の研究においても AI の

力をかりることは面白いでしょ

うし、ゲートウェイという観点か

らすると、一般の方々に剣道の身

体知や面白さを体験以外の手法

で伝える方法もあるのかなと思

いました。先程、AI というお話が

ありましたが、政策の中で AI の

具体的な活用事例があれば教え

ていただければ幸いです。 

【和久】ハイパフォーマンススポ

ーツの領域では活用が始まって

います。試合時の様々なデータを

AI に分析させて相手の攻撃パタ

ーンを予測するといったことは

すでに行われています。政策的に

も AI を活用していこうという動

きはあります。大規模スポーツイ

ベントに来た人たちの動きは経

済効果に結びつくので、政策的に

もより取り組まれていくと思い

ます。その点では、各地域にアリ

ーナやスタジアムがありますの

で、その中での観客のビッグデー

タを活用する価値は十分にある

と思います。民間企業やデータ解

析の専門家など、異分野との連携

が重要と考えます。 

【百鬼】いわゆる少子高齢化に対

して、全日本剣道連盟は予算の減

少や人口の減少も含めて考えて

います。やはり高齢化の部分で、

それに関してパーセンテージが

さらに上がっていくはずです。 

私の印象ですけれども、年寄り

は年寄り、子どもは子どもといっ

た階層化が進んでいるように見

えます。社会構造全体を見ると、

やっぱり 3 世代同居で、おじいち

ゃんがいる、お父さんがいる、子

どもがいると。そういう年齢の枠

をつなぐような形のイベントや

政策といったものが、これから社

会おいては極めて重要になると

思います。段々と価値観そのもの

が、効率化というキーワードに引

っ張られていって、非人間化とい

うのが進んできていますよね。オ

リンピックで金メダルを取れる

かどうかで評価されてしまうと

か、その弊害が出てくる。もう 1

回、人間臭さとか、人間の回復と

か、そういう部分を大切にして、

合わせて持っておかないと、今の
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人間社会というのはものすごく

おかしくなってしまう。逆に言う

と、日本は諸外国に比べると、そ

ういった部分を持っていると思

うので、そういうものを少し政策

に反映するような、そういうこと

ができたらなというふうに思っ

ているのでぜひ、ご一考いただけ

ればと思います。 

【和久】ありがとうございました。

剣道も含めて武道が社会関係資

本の視点でどういった効果があ

るのか見直し、そういった視点で

取り組むことは重要と思います。

参考にさせていただきます。あり

がとうございました。 

今日は、どうもありがとうござ

いました。皆さんのお顔を久しぶ

りに拝見させていただき本当に

うれしく思います。引き続き、よ

ろしくお願い申し上げます。 

【長尾】和久先生、ありがとうご

ざいました。オリンピックのトリ

クルダウン効果幻想からそろそ

ろ離れた方がいいということを、

お立場があるにもかかわらず、少

し踏み込んでおっしゃっていた

だきました。私のように熊本出身

で、非常に剣道が盛んだった地域

でさえ、中学校では 5 人の団体チ

ームを組めなくなってきている

ような状況もあります。その一方

で、日本武道館では少年の全国大

会が盛大に開催されていて、まだ

まだ剣道いけるんじゃないかと

思ってしまうようなところもあ

ります。 

今日は、極めて綿密なデータを

示しながら、今後、我々が進むべ

き方向をお示しいただき、本当に

ありがとうございました。 
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1. イントロダクション 

【廣野】本日、司会を務めさせて

いただきます信州大学の廣野で

す。慣れない形式でお見苦しい、

お聞き苦しい点があるかとは存

じますが、どうぞよろしくお願い

いたします。 

本日は「剣道と新型コロナウイ

ルス感染症とをどのように共存

させていくのか？」というテーマ

で、宮坂先生にご講演いただきま

す。まずは宮坂先生の略歴をご紹

介させていただきます。宮坂先生

は長野県上田市のご出身で、長野

県上田高校在学時には剣道でイ

ンターハイ出場を果たされてい

ます。東京医科歯科大学医学部を

卒業後、カリフォルニア大学・テ

キサス大学医学部に留学、帰国後

に東京女子医科大学、東京医科歯

科大学で勤務され、東京医科歯科

大学副学長、医学部附属病院長な

どをご歴任されました。現在も東

京医科歯科大学名誉教授、全日本

剣道連盟医・科学委員長等、様々

なフィールドでご活躍をされて

います。剣道教士七段で、今回の

全日本剣道連盟感染拡大予防ガ

イドラインの作成や熱中症防止

への取り組みにおいて中心的な

役割を務められております。それ

では、宮坂先生ご講演の方よろし

くお願いいたします。 

 

2. 講演 

【宮坂】東京医科歯科大学の宮坂

です。よろしくお願いいたします。

今日は「剣道と新型コロナウイル

ス感染症とをどのように共存さ

せていくのか？」というテーマで

お話をし、皆様と一緒にこのテー

マについて考えていきたいと思

います。私は全日本剣道連盟の

医・科学委員長ですけれども、本

日はその立場を離れて学問的に

ご紹介をしたいと考えておりま

す。 

これは人類の数千年以上の長

い歴史のスライドですが、感染症

というのはその中で一定程度の

役割を果たしてきたことが分か

ります。例えば、天然痘に関して

はインカ文明やアステカ文明が

滅びた原因となっています。これ

は、スペイン人が持ってきた天然

痘が広まったことが原因です。中

世の時代には、ペストという病気

が非常に流行り、国を滅ぼしかね

ないこともありました。あるいは、

マラリアも同様です。ここには書

いてありませんが、HIV、いわゆ

るエイズもアフリカ地域では非

常に流行りました。それから、今

から 100 年ほど前の第一次世界

大戦のときには、スペイン風邪が

流行り、これも非常に有名になり

ました。それから約 100 年が経ち、

新型コロナウイルスが世に流行

し、問題を起こしています。本日

令和 2年度日本武道学会第 53回大会剣道専門分科会企画講演 

剣道と新型コロナウイルス感染症とを 
どのように共存させていくのか？ 

講 師：宮坂 信之 氏（東京医科歯科大学 名誉教授） 
司 会：廣野 準一 氏（信州大学 講師） 
 
日 時：令和 2 年 9 月 8 日（火）14:30〜16:00 
場 所：Zoomミーティング 

 

講演は写真のように Zoomミーティングを利用し、パワーポイントのスラ

イド呈示によって進行された。参加者は 50名と盛況であった。 
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はそのお話をしたいと思います。 

まず、新型コロナウイルスと

は？というテーマでお話を進め

ます。こちらのスライドは新型コ

ロナウイルスの顕微鏡写真にな

ります。コロナというのは、もと

もとはラテン語で「王冠」という

意味です。太陽の周りに「フレア」

というものがありますが、それが

コロナのように見えるからとい

うのが英語名の由来です。そして、

そのような形に似たウイルスで

あることから「コロナウイルス」

と名付けられました。 

新型コロナウイルスは RNAウ

イルスで、大きさは 100ナノメー

トル（1ｍｍの 1 万分の 1）で目

に見えません。このウイルスは、

発熱や咳・痰などの症状を引き起

こし、医学的に言うと呼吸器感染

症を引き起こすことが知られて

いました。そして、ヒトに感染す

るコロナウイルスとして知られ

ているものは 6 種類くらいです。

その中には、新聞紙上で有名にな

った SARS（重症急性呼吸器症候

群）や MERS（中東呼吸器症候群）

があります。世界的には大騒ぎに

なりましたが、当時、SARS も

MERS も日本には入ってこず、韓

国で止まりました。そのような経

緯があり、今の日本の対策が不十

分と言われています。コロナウイ

ルスは、一般の風邪の 10％～

15％を占めています。流行期でも

35％程度で、普通の風邪のウイル

スとしてすでに世に存在してい

ました。そこに新型コロナウイル

スという新しいウイルスが入っ

て来たということです。 

 
ウイルスというのは細菌とは

異なります。細菌は自分で増殖す

る装置を持っているため、倍々で

増えていきます。ところが、ウイ

ルスというのは、自分で増殖をす

ることができません。細胞に感染

をして、その細胞の増殖装置を使

って、初めて増えることができま

す。この点が細胞・細菌とウイル

スの相違点です。ウイルスそのも

のは、感染した細胞の増殖能力を

借りて増えていくということに

なります。 

続いて、新型コロナウイルスの

特徴についてです。まず、季節性

についてです。インフルエンザウ

イルスを例に挙げると、だいたい

11 月頃から流行り始めて 3 月く

らいには収まります。新型コロナ

ウイルスを見てみると、現状で第

二波と考えられるものがきてお

りますし、季節性はあまりないと

考えてよいと思います。 

次に、うつりやすさについてで

す。大人と子どもを比べると、子

どもの方がうつりにくいと言わ

れています。しかし、家庭内では

子どもに感染することが確認さ

れていますので、必ずしもそうと

は言い切れません。また、1番重

要な問題は、感染してしまった場

合です。約 8割の人は自然に治り

ますが、約 2割の人が重症化をし

ます。中でも、高齢者（医学的に

は 65 歳以上）や基礎疾患がある

人は重症化しやすいことが分か

っています。重症化すると、自分

で呼吸ができなくなり、レスピレ

ーターやエクモ（人工呼吸器）が

必要になるほどになったり、場合

によっては死亡する方もいらっ

しゃいます。また、軽症だと思っ

ていたが、急性増悪する人もいま

す。 

ウイルスの排出についてみて

みると、無症状でもウイルスを出

している場合があり、発症の 2 日

前からウイルスを出しています。

これは、インフルエンザウイルス

との決定的な違いです。インフル

エンザウイルスの場合には、症状

が出ている人だけが他人にうつ

します。したがって、そのような

人達をどのように見つけ出すか

が重要なポイントになります。現

在の日本には明らかに第二波が

来ています。ワクチンや治療薬が

ない現状を考えると、第 3波、第

4 波は来る可能性は非常に高い

と思います。ただ、そのピークが

今回と同じ山（高さ）かどうかは、

今のところ分かりません。 

 
次に、新型コロナウイルスが生

体に入るときにどのような経路

を辿るかについて、お話をします。
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医学的には、ウイルスの結合する

分子は受容体と言います。新型コ

ロナウイルスの場合、ACE2（ア

ンギオテンシン変換酵素 2）がウ

イルスの受容体となります。この

ACE2 は、もともとは違う目的で

使っていたものをウイルスがち

ゃっかりと横取りをして使って

しまい、ウイルスは最終的に細胞

内に入り込んでしまいます。この

ACE2 を発現する細胞は、気道上

皮、消化管上皮、血管内皮細胞、

脂肪細胞に多く存在します。例え

ば、空気（呼気）の通り道である

気道上皮を通してウイルスが入

り込むと肺炎になりやすいと言

われていますし、消化管上皮から

入り込むと 10％前後の人は下痢

をします。また、新型コロナウイ

ルスも血栓症を引き起こすと言

われています。これは血管の裏打

ちをしている血管内皮細胞とウ

イルスが結合できるためと言わ

れています。それから、脂肪細胞

にも ACE2 を受容する細胞があ

るため、高度肥満の方もリスクが

高いと言われています。脂肪細胞

はアディポカインなどのサイト

カインを出すことが分かってい

ます。また、全身の免疫系の細胞

は炎症性サイトカインという物

質を出し、が分かっていて、それ

に拮抗する抗炎症性サイトカイ

ンがあることも分かっているの

ですが、新型コロナウイルスに感

染すると全身の細胞がサイトカ

インを出し続けてしまうサイト

カイン・ストームが起こり、死亡

する例も報告されています。以上

のことから、新型コロナウイルス

はウイルスの受容体を持ってい

る細胞を介して、組織に感染をす

ると言われています。 

 
次に、ウイルスの変異について

お話をします。このウイルスはも

ともと中国の武漢で流行ったも

ので、ダイヤモンドプリンセス号

（クルーズ船）での感染症も武漢

からやってきたものです。当時、

そのウイルスは一旦収まりまし

たが、イタリアで流行っているウ

イルスを旅行者や帰国者が日本

に持ち込んだと言われています。

なぜ、イタリアが多いかというと、

実はミラノを始めとして、中国人

がとても多いという背景があり

ます。中国の武漢から入ってきた

ウイルスが突然変異をして日本

に入ってきたと考えられます。そ

の後、日本は外出規制が全国で行

われましたので一旦収まりまし

たが、現在はまた増えています。

このウイルスは東京・埼玉型とい

われています。その中には、無症

状の感染者やスーパースプレッ

ダーがいるということが分かっ

ています。このように、少なくと

も、これまでに 3 つのウイルスが

順番に流行ってきたと考えられ

ます。 

新型コロナウイルス感染症の

感染方法について、飛沫感染、接

触感染、その他の大きく 3 つに分

けられます。その中でも飛沫感染

が全体の約 8割を占め、残りは接

触感染や便を介したものなども

ありますが、実際に剣道を行うと

きには飛沫感染と接触感染を防

ぐということを考えればよいと

思います。 

 
このスライドは飛沫感染の例

になります。アメリカで 61 名の

合唱練習をしたときに、53 名が

感染した事例が報告されていま

す。図の左上の 1名が感染してい

ただけですが、2 時間の練習で 53

名に感染をし、うち 2名が亡くな

りました。合唱隊の平均年齢は

69歳で、合唱隊の 75％が 75歳以

上でした。この他にも、ヨーロッ

パでこれに似た 100 名を超える

感染クラスターも報告されてい

ますし、日本国内でもカラオケで

感染するということが報告され

ています。それらは、飛沫の中で

も小さい飛沫によって感染が起

こるとされています。これらはマ

イクロ飛沫として注目をされて

います。高齢者の方は十分に気を

つけなければならないと思いま

す。 

新型コロナウイルスによくあ

る症状は、発熱、空咳、体がだる

くなるといった普段の風邪の症

状から始まります。鼻づまり、鼻

水、息切れ、喉の痛み、体が痛い、

下痢などの症状などもあります

が、これらの症状からは新型コロ

ナウイルス感染症なのか、風邪な

のかは軽症のときには明確には
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分かりません。全体の 20％が重

症化しますが、その多くの人は肺

炎です。肺炎の状態が悪化して、

急性呼吸ひっ迫症候群（ARDS）

になると非常に危険で、呼吸不全

で死亡してしまうことになりま

す。死亡率は、世界的には 4～5%

と言われていますが、日本は

1.9%です。インフルエンザでは、

日本ではワクチンがありながら

1,000 万人近くが感染します。で

すが、死亡者は 5,000～6,000 人と

言われていますが、今年ははるか

に少ないようです。新型コロナウ

イルスが原因で亡くなった方は

国内で 1,700 人ですから、数だけ

で見たらインフルエンザウイル

スの方が多いということになり

ます。 

新型コロナウイルスは肺炎が

特徴的です。スライドにあるレン

トゲンとCT画像の淡い影が見え

ますが、これが肺炎です。2割ぐ

らいの人はこのような影が出て

きても、自然に消えてしまいます。

悪化すると、急性呼吸ひっ迫症候

群となり、呼吸不全で死亡します。

こちらは、インフルエンザでも起

こり得ることですが、特に新型コ

ロナウイルスではこのような病

態が多いのが特徴です。 

 
サイトカインについて、サイト

カインの中でも炎症によって誘

導されるものを炎症性サイトカ

インと言います。通常、体はそれ

に反応して抗炎症性サイトカイ

ンを出しますので、両者がバラン

スを取れています。しかし、新型

コロナウイルス感染症の場合に

は、このバランスが取れなくなっ

てしまい、免疫細胞が活性化した

結果、炎症性サイトカインが出続

けてしまい、ドミノ倒しのように

なって多臓器不全になってしま

います。呼吸不全だけでなく、肝

不全、腎不全など様々なことが起

きた死亡例があるため、注目され

ています。 

新型コロナウイルスの特異的

な症状ですが、かなりの人に嗅覚

異常、味覚異常があり、これはイ

ンフルエンザでは出ない症状で

す。 

どういう人が重症化しやすい

かというと、まずは高齢者です。

高齢者は医学的には 65 歳以上と

定義されますが、ここには 60 歳

以上が入ります。高度肥満の方も

注意が必要ですが、ここでいう高

度肥満とは、100kg を超えている

人のことを指しています。それか

ら喫煙者（ヘビースモーカー）、

特に 1 日に 2箱以上 40 本以上吸

っている人になりやすいと言わ

れています。それから基礎疾患の

ある人の中でも、糖尿病の人が注

目されています。軽症の方からイ

ンスリンを使わなければいけな

い重度の方までいますが、糖尿病

の方は要注意です。また、心臓に

病気のある人も注意が必要です。

例えば、心筋梗塞、狭心症、高血

圧などです。高血圧のある人は多

いですので要注意です。それから

肺に病気のある人、いわゆる肺気

腫の方はなりやすいといわれて

います。あるいは、人工透析を受

けている方、それから、抗がん剤

などを服用している方々は免疫

が落ちていますので、新型コロナ

ウイルスにかかりやすいという

ことです。このような症状や基礎

疾患などに該当する方の中で、剣

道をする場合は要注意というこ

とになります。 

続いて、新型コロナウイルスの

検査のお話をします。新型コロナ

ウイルス感染症の検査方法は、

PCR（ポリメラーゼチェーンリア

クション）法と言いますが、普通

は喉や鼻を綿棒で擦って、そこに

ある遺伝子を増幅します。増幅し

て検出するまでだいたい 6 時間

かかりますので、これは検査法の

問題点でもあります。また、ウイ

ルスが少ないと検出できず、検出

率は 70％と言われています 

PCR検査の検体採取法ですが、

対面式で行うと、患者がくしゃみ

をした場合、検査者に飛沫が飛び

ます。今は、防護服などで防御し

ているので大丈夫ですが、それが

ない状態ですと感染してしまい
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ます。これらが、PCR 法の目詰ま

りの理由です。 

普通は熱が出ればかかりつけ

医に行けばよいのですが、新型コ

ロナウイルスでは保健所を通さ

なければなりません。厚生労働省

は患者に保健所への電話を促し、

保健所から帰国者・接触者外来の

医療機関に連絡をして OK が出

ると初めて検査ができる仕組み

になっていました。しかし、感染

者やかかりつけ医から保健所へ

なかなか電話が繋がらず、検査が

できないという状態が起こって

います。これはあくまで感染の疑

いがある人や症状がある人への

対応です。そして問題は、無症状

で感染の有無を調べたいという

人は対象にならないということ

です。新型コロナウイルスは指定

感染症になっていますから、症状

がある人は無料で検査や治療を

してもらえます。しかし、症状が

ない人が PCR 検査を受けようと

すると、私費診療になります。高

いところだと 50,000 円ぐらいの

費用がかかります。実際に検査を

して、そのとき陰性でも、後から

陽性になることもあります。です

から、1回の検査が高額となると、

そう何回もできません。お隣の韓

国では、国が全部お金を負担して、

PCR 法の検査を

ドライブスルー方式で行ってい

ます。また、最近では唾液を使う

検査方法も開発されています。 

 体内にウイルスが入ると、それ

が抗原になり、ウイルスに対して

抗体ができます。SARS-CoV-2 に

感染すると、様々な種類の抗体が

できます。その抗体が、必ずしも

良いものができるかどうかは分

かりません。また、その抗体がど

のくらいの期間、効果があるか分

かりません。まずは抗原ですが、

インフルエンザ感染のときには、

その場で迅速に抗原検査をして

くれます。それをポイントオブケ

アと言いますが、そういったこと

を新型コロナウイルスでもやろ

うという取り組みが進んでいま

す。PCR検査と抗原検査の比較で

すが、PCR検査は、ウイルス特有

の遺伝子配列を検出し、所要時間

は 6 時間前後掛かります。また、

分析には専門技術が必要ですが

精度は高く、地方衛生研究所など

で検査ができます。一方、抗原検

査はウイルス特有のたんぱく質

を検出するもので、所要時間：15

分前後。特徴は、簡易だが精度は

劣る（PCR検査の 20倍感度が悪

い）、ただし検査が廉価でできる

のが特徴です。現在の問題点とし

ては、感度が低い検査を使えるの

かという点ですね。これから外国

人が日本に入国してくる際には

PCR検査より、抗原検査が向いて

いるだろうと思います。近いうち

に、新型コロナウイルスとインフ

ルエンザの抗原検査が同時にで

きる検査の認可もされようとし

ています。 

次に、抗体検査のお話をします。

抗体検査は、プロ野球などが選手

に対して行いました。この検査の

利点は、血液検査で抗体の有無が

分かり、迅速で簡便で安価である

ということです。また、すでに感

染歴があるかどうかが分かりま

す。ただし、感染歴分かるものの、

現在感染しているかどうかは分

かりません。ちなみに、抗体がで

きるまでは 2週間かかります。そ

のため、早い段階で血液を採って

しまうと、抗体ができていない人

もいますし、病気を見逃す可能性

があります。他のコロナウイルス

抗体を検出してしまう可能性も

否定はできません。また、抗体を

持っていても、それが悪さをする

可能性も否めません。最近、分か

ってきたことですが、悪化する人

は、軽症の人と比べて抗体量が多

い傾向にあるので、抗体を持って

いれば良いというわけではない
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ようです。悪玉の抗体ができて、

その結果、容態が悪くなる可能性

もあり、非常に厄介です。ワクチ

ンを打って抗体ができれば良い

のかというとそうでもないので

す。ワクチンを打って、悪玉の抗

体ができてしまったら困ります。

つまり、善玉の抗体ができなけれ

ばならないということです。しか

し、日本人は抗体ができない人も

いますし、できたとしても一過性

の人もいます。検査をしたところ、

だいたい 0.1％～1％、しか日本人

は抗体を持っていないというこ

とが分かっています。例えば、ニ

ューヨーク州では 10％前後の人

達は抗体を持っているとされて

います。イタリアのように非常に

感染が多いところでは、30％も抗

体を持っているともいわれてい

ます。 

次に、無症候陽性者のお話をし

ます。無症候陽性者とは、症状が

ないにも関わらずウイルスを出

している人のことを指します。つ

まり、新型コロナウイルスの場合

には、症状が全くないにも関わら

ず、ウイルスを出している人が多

くいるということです。このよう

なことは、インフルエンザウイル

ス感染者には全くありません。新

型コロナの場合は、発症する 2 日

前からウイルスを出してから発

症する人もいます。しかも、この

スーパースプレッダーと呼ばれ

る人は、1 人から 10～100 人程度

に感染させることができます。だ

から、この無症候陽性者を見つけ

ることがとても大事なポイント

になりますが、現在の日本のシス

テムでは、症状がなければ検査が

できないので、このような方を見

つけることは難しい状況です。昨

今、新宿や池袋とかで接待を伴う

飲食店のホスト達が問題になっ

たわけですけれども、この人たち

の多くは無症候陽性者でした。日

本の課題としては、PCR検査で無

症候陽性者を何としても見つけ

なければならないということで

す。 

 
新型コロナウイルスの感染状

況の現状をお話します。9 月 6 日

現在、日本国内の PCR 検査で陽

性になった方は 7 万人います。

 
重症者は頭打ちになってきて

はいますが、我々医療機関から見

ると、新型コロナウイルスなのか

インフルエンザなのか、はたまた

それ以外なのかというのはすぐ

には見分けられません。ですから、

最悪の場合を想定して診療しま

すが、そうなると非常に手が掛か

ります。重症者の数が医療機関の

破綻に繋がることは大いにあり

えます。沖縄では感染者が増えて

きていますが、新型コロナウイル

スに罹患した患者さんを診るこ

とができる病院が多くありませ

んので、医療破綻しかねない状態

が続いていました。 

 
また、PCR検査の人数は累積が

増えてきていますけれども、これ

の 10 倍以上できないと無症候陽

性者を見つけることはできませ

ん。これが現在の日本の課題とな

っています。 

 
それから、実効再生産数という

数値がありますが、この実効再生

産数は 1 人から何人にうつるか

という数値を示しています。2 近

くあった数値が最近では 1 以下

の 0.8程度に留まっていますので、

収まりつつある、収束しつつある

と考えてもよいと思います。しか

し、いつ実効再生産数が 1以上に

なるかはまだ分かりません。 

 
ここからは、年齢のお話をしま

す。日本国内で感染者の多い年代

は、20 代です。30 代、40 代、50

代と減っていきます。そして、60

代、70 代、80 代と感染者の数は

少ないですが、死亡者数が 60 代

から増えていることが問題にな

っています。生涯剣道、高齢者剣
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道といいますが、あるいは剣道で

八段を持っている範士の先生や

教士の先生は多くが 60 歳以上で

す。ですから、この人たちがうつ

ってしまうと場合によっては、最

悪の場合、亡くなってしまうこと

もあるということを考えなけれ

ばならない。 

 
年代別の死亡率を見てくださ

い。このデータは 7 月中旬にまと

められたデータですが、今も傾向

は変わりません。30 代、40 代の

年代別死亡率は 0.1％、つまり、

1,000 人に 1 人しか死にません。

しかし、40 代から 50 代になると、

0.1％から 0.4％になり。50 代から

60 代になると、さらに 4 倍に増

えています。60 代から 70 代だと

そこからさらに 3 倍に増えてい

ます。70 代から 80 代になると、

そこからさらに 2 倍になります。

30 代の 0.1％と比較すると、80 代

の 11.1％は、100倍亡くなりやす

いということになります。ちなみ

にイタリアの高齢者介護施設で

は、80 代の方はほとんど亡くな

っています。ですから、高齢者は

この病気に絶対になってはいけ

ない、ならないようにしないとい

けないということです。世間では、

8 割治るじゃないかと言われま

すが、それは 20 代、30 代などの

若い人達だけです。60 代以上の

人は絶対になってはいけません。

そのために三密を避けるとか、マ

スクをするとか、接触感染を防ぐ

ために手を洗いなさい、うがいを

しなさいといわれています。三密

を避ける、手洗い、咳エチケット、

マスクの着用、換気などが新型コ

ロナウイルス感染症予防の方針

に示されているのはそのためで

す。 

簡単に、新型コロナウイルス感

染症に対する治療薬の話をしま

す。日本で承認されているのはレ

ムデシビルだけです。アビガンは

注目されていますが、その効果は

分かりません。他はまだ治験の段

階ですので、これを使ったら治療

できるという薬はありません。で

は、インフルエンザではどうでし

ょうか。実は、インフルエンザも

ほぼ同じような状況です。インフ

ルエンザにかかったほとんどの

人は、自分の免疫の力で治ってい

ます。実際には、薬の力で良くな

っているわけではありません。で

すから、治療薬に関してはそれほ

ど期待ができません。 

ワクチンはまだできていませ

ん。いま、世界中が競って作って

いますけれども、私個人的にはあ

と 2 年ぐらいはかかると考えて

います。要するに、皆さんがワク

チンを接種できるようになるの

は 2 年ぐらい先になるというこ

とです。1 年以内でワクチンが開

発できれば、東京オリンピックを

開催することができるかもしれ

ませんが、ワクチンができないと

危ないですね。しかも、できたワ

クチンは十分な発症阻止効果が

あり、副作用がないこと、つまり

安全性が担保されなければ承認

されません。現在、実は治験第 3

相といって、ある人達を二手に分

けて、ワクチンが入っている注射

を打つ群、もう一方には何も入っ

ていない注射（偽薬）をする群に

対して治験をしています。ここに

とても時間がかかります。それで

発症阻止できて、安全性が十分担

保できるとワクチンになります。

今のところ、エイズのワクチンで

すらできていませんし、インフル

エンザワクチンは毎年できます

けれども、効果は限定的です。ま

た、先程もお話したとおり、抗体

ができても、すぐ消える可能性が

ありますから、毎年接種しなけれ

ばならないかもしれません。ここ

からは少し剣道のお話をしてい

きたいと思います。剣道では「マ

イクロ飛沫」に注目する必要があ

ります。人がくしゃみをすると、

大きな飛沫が出ることは分かっ

ていますが、それに加え、空気中

に漂うマイクロ飛沫というもの

も出ます。大きな飛沫は床に落ち

ていきますが、マイクロ飛沫は空

気中を漂っていますので、剣道で

は、面マスクをつける必要がある

ということです。飛沫の大きさを

分けて考えると、大きな飛沫（100

ミクロン前後）はソーシャルディ

スタンスを保っていれば大丈夫

です。稽古のときに、お互いの間

隔を 2mとるということはこのよ

うなことに基づいています。とこ
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ろが、小さな粒子、サイズにする

と 5ミクロン（1mm の 1,000 分の

1）程度ですけれども、これが空

気中に滞留して、これがエアロゾ

ル感染の可能性につながります。

先程のアメリカの合唱団でのク

ラスター感染もこれが原因とさ

れています。 

剣道では、これを何とかしなけ

ればなりません。面マスクやシー

ルドを付けない状態で気合を出

すと、大きな飛沫やマイクロ飛沫

が飛ぶことが分かっています。 

ですから、全日本剣道連盟は飛

沫飛散の測定調査を行ったので、

その結果をお話します。まず、何

もつけずに直立し静止した状態

で、口から気合（面、小手、胴）

を出したとき、「小手」と言った

ときに最も飛沫が出るというこ

とが分かりました。 

次に、何もしない場合、面マス

クをする場合、フェイスシールド

を使用した場合など、様々な条件

で実験を行いました。その結果、

面マスクをすると約 9 割の飛沫

飛散を防止できることが分かり

ました。これに対してシールドで

口だけを覆ったものは、7割程度

しか飛沫飛散を防止できません

でした。しかし、あくまでもこち

らのデータは、どれだけ自身の飛

沫飛散を防止できるかといった

観点からのデータということを

ご承知おきください。本来であれ

ば、飛沫粒子中のウイルス粒子量

を見たいのですが、感染実験がで

きません。感染をどの程度ブロッ

クするかということを本来は見

たいのですけれども、感染した人

は亡くなってしまう可能性があ

るので、倫理的にはできません。 

また、様々なマスクの種類を挙

げて実験をしましたが、どれも大

きな違いはありませんでした。そ

して、マスクをして鼻だけ出して

も、飛沫飛散はあまり変わらない

ということが分かりました。今後

開催される講習会や審査会では、

面マスクを絶対につけるように

と指導をします。また、60歳以上

の方にはシールドを付けること

をお勧めしています。 

剣道の飛沫飛散に関してもう
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一度ご説明をしますが、大きな飛

沫は重力で下に落ちます。2m 離

れれば下に落ちますので、問題あ

りません。しかし、問題は細かい

飛沫です。これは大気中に漂いま

すので、換気をしなければなりま

せん。ですが、それもエアコンで

は同じ空気を回しているだけで

すから、扇風機などを用いて外に

空気を排出さなければなりませ

ん。あとは、道場に入る際に手指

をアルコール消毒するというこ

とです。 

面マスクをしながら行う場合

の注意点として、熱中症について

も考えなくてはなりませんので、

続いては熱中症のお話をします。

昔は、症状から熱失神、熱けいれ

ん、熱疲労、熱射病と分類されて

きましたが、最近はⅠ度、Ⅱ度、Ⅲ

度というように軽症から重症度

に分けられています。Ⅰ度は、めま

い、失神、筋肉痛、筋肉の硬直、

Ⅱ度は、頭痛、吐き気、嘔吐、倦

怠感、虚脱感、Ⅲ度になると、け

いれん、意識障害、手足の運動障

害、高体温になってしまうと死亡

する可能性が高くなりますので、

必ず救急車を呼ばなければなり

ません。 

最近は地球温暖化の影響から

か暑くなってきていますので、熱

中症患者は増えています。特に救

急車で搬送される方も少なくは

ありません。 

しかも、高齢者が多く、その数

値が上がり出すのは 60 代からで

す。 

さらに、小・中・高校の部活動

中の熱中症ですが、室内競技では

柔道に次いで 2 番目に剣道での

熱中症が多いことが報告されて

います。これは向こう約 40 年間

のデータですが、剣道では 11 名

が亡くなっています。新聞沙汰や

訴訟問題にもなりますので、これ

は避けなければなりません。 

熱中症のメカニズムについて

です。通常は汗をかいて、その気

化熱で熱が逃げます。また、皮膚

の血管が広がると、その熱伝導で

熱を逃がせます。これらが上手く

いくと、体温上昇が防止されます。

しかし、これらのメカニズムがう

まく機能せず、体温が上がってし

まうと熱けいれん、熱疲労、熱失

神で体温が上昇して、最終的には
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熱射病になってしまいます。 

暑い中で運動をしていくと、体

がこの過程に慣れていきます。こ

れを、暑熱順化と言います。図の

左側が暑熱順化をしていない場

合で、皮膚の血管が開かない、汗

が少なく蒸発しにくい、塩分を失

いやすい、水分を補給しても回復

しない、つまり熱中症になりやす

いということです。しかし、暑い

中でトレーニングをしていると、

暑熱順化していきます。暑熱順化

をすると、皮膚の血管が開きやす

い、汗をかきやすく蒸発しやすい、

塩分を失いにくい、水分補給で回

復しやすい、つまり熱中症になり

にくいということです。 

では、暑熱順化をするには、ど

れくらいかかるかというと、皮膚

の血流が増えやすくなる、汗をか

きやすくなるというのは、自律神

経系の働きですので 2～3 日は最

低でもかかります。汗がサラサラ

になったり（蒸発しやすくなる）、

汗の中の塩分が減るというのは

内分泌系の作用ですので、最低で

も 4～5 日かかります。なので、

暑熱順化には最低でも 1 週間か

かると思ってください。ですから、

全剣連のガイドラインでも 1～2

週間は基本稽古をしてください、

いきなり面を着けないでくださ

いということを言っていますが、

それはその間に暑熱順化して下

さいということです。では、暑熱

順化がなくなるのはどれくらい

必要かというと、3 日あればなく

なります。したがって、週に 1回

稽古している人は、1週間後には

もとに戻っているということに

なります。少なくとも週に 2回稽

古を行わなければ、暑熱順化はし

ないということです。 

熱中症を予防するためには、面

マスクやシールドをつけないの

ではなくて、稽古前に水分補給を

すること、道場の風通しを良くす

ること。これは、クーラーだけで

はなく換気も必要です。特に、急

に暑くなる日は要注意です。熱中

症は、6 月、7 月が最も多いです

が、今年は 9 月になっても異常に

暑いですので注意が必要です。そ

して、徐々に稽古量を増やして、

暑熱順化をさせていくことが大

切です。そして、大切なことは指

導者が各自の体調に気を配るこ

とです。睡眠不足や朝飯を食べて

いないとかの場合は熱中症にな

りやすいので、個々の体調に気を

つけなければなりません。暑熱順

化が進む前に稽古する場合には、

早めに稽古の休憩を入れること

で、面を外させる回数を多くしな

ければなりません。ですが、熱心

な先生が初日から休みも取らず

に 1 時間半、2 時間の稽古をする

と、熱中症が増えてしまいます。 

現在は全日本剣道連盟で、

Googleフォームを用いて「剣道に

おける熱中症」報告システムを始

めました。携帯電話を使って届け

出を出せるようにしています。8

月 10 日現在で、17件の報告があ

りました。軽症は 2例、中等症が

12 件、Ⅲ度の方が 2 名いますけ

れども、どれも救急車では運ばれ

ていません。今はまだ熱中症が起

こりやすい時期ですので、気を付

けなければなりません。 

以上を踏まえると、暑い夏で、

新型コロナウイルス感染症が収

束していない中で、我々は行動変

容をしなければなりません。行動

変容としては、剣道では面マスク

をする。高齢者では、できるだけ

シールドをして面マスクをする

ことが必要です。面マスクとシー

ルドの違いですが、面マスクは大

きな飛沫を防止して、万が一、小

さな飛沫が飛んだとしても、シー

ルドがそれを止めてくれます。ま

たシールドをすることで、他人か

らの飛沫もかかりにくくなりま
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す。つまり、うつりにくくなりま

すし、うつしにくくなるというこ

とです。行動変容として面マスク

やシールドをすることは必要で

す。それと同時に、三密を避ける、

換気をする、手を洗う、道場の床

をきれいにする、剣道着を毎回洗

う、剣道具はアルコール消毒をす

るなどの行動変容も必要です。 

愛知県警の剣道特練員による

クラスター発生があり 20 数名の

感染者が出ために、警察は 10 月

末まで剣道ができなくなってい

るそうです。しかし、新型コロナ

ウイルス感染症が収束しつつあ

る中で各地の道場で剣道が再開

されています。その中で、行動変

容を伴うことで、剣道による感染

クラスターを出さないようにし

ないといけないというのが、今日

のメッセージです。感染状況が

徐々に収束するとしても、第 3波、

第 4 波はありますから、With コ

ロナを考えていかなければなり

ません。新型コロナウイルス感染

症は身近にあるもので、それを行

動変容によって守る。治療薬やワ

クチンに期待してもダメです。さ

らにいうと、新型コロナウイルス

を避けるためと熱中症を避ける

ためには別々の方策が必要です。

その両者をきちんとやってこそ、

初めて剣道と新型コロナウイル

ス感染症との共存ができるとい

うのが今日のメッセージです。ご

清聴ありがとうございました。 

 

3. 質疑応答 

【廣野】宮坂先生、ありがとうご

ざいました。新型コロナウイルス

とはどのようなものかについて

のご説明から、剣道における対策

と対策によって起こりうる熱中

症といった他の問題への対策な

ど、大変分かりやすくご説明いた

だき、大変勉強になりました。そ

れでは、これから質疑応答に移ら

せていただきます。はじめに、私

から質問をさせていただきます。 

今回、熱中症の対策によって起

こり得る問題をお聞かせいただ

いたのですが、冬になると新型コ

ロナウイルスだけでなく、様々な

感染症が起こりやすいという印

象があります。これからの時期に

特に気をつけた方がよいこと、予

見されることについて先生のお

考えをお聞かせください。 

【宮坂】インフルエンザ感染症に

ついては、明らかに季節性があり

ますので、ワクチンが絶対的に必

要です。ですから、普段インフル

エンザの予防接種を受けない方

もいらっしゃると思いますが、今

年に限っては予防接種を受けら

れた方が良いと思います。また、

いつ受ければ良いかというと、予

防接種の効果は大体数カ月ぐら

いは続くと言われていますので、

できれば 10 月中に、遅くとも 11

月には受けられてください。そう

すると、11 月、12 月、1 月、2 月、

3 月とインフルエンザの流行期

は乗り切れると思います。 

もう一つ、お年寄りの感染症で

怖いのは肺炎です。65 歳以上に

なると、肺炎球菌ワクチンを 5 年

ごとに受けることができますの

で、きちんと受けていただくと良

いと思います。私も肺炎球菌ワク

チンを受けましたが、地方自治体

から 5 年ごとにお知らせがあり

ます。肺炎球菌ワクチンについて

は非保険診療ですから、診療には

数千円掛かってしまいます。しか

し、肺炎になってしまうとお勤め

に行けないということになりま

すので、給料も減る可能性があり

ます。場合によっては、死ぬこと

もありますので、ワクチンをして

おいた方が賢明です。ですから、

インフルエンザワクチンは毎年

必ず接種してもらう。そして、肺

炎球菌ワクチンは 5 年に一度必

ず受けるのが良いと思います。ま

た、今年はできないと思いますが、

新型コロナウイルスのワクチン

ができれば、またそれもやるとい

質疑応答の様子 
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うことが良いと思います。 

インフルエンザ感染症に対し

ては、迅速診断キットというのが

各開業医のところに置かれてい

ます。その診断キットと共に、新

型コロナウイルス感染を迅速に

診断できるものも現在、開発が進

んでおり、おそらく 11 月ぐらい

には完成するといわれています。

それまではマスクをする、三密を

避けるといった皆さんの行動変

容で防御していただくことが重

要になりますね。たとえば、今年

はインフルエンザに罹患する人

が少ないですが、それは皆さんが

三密を避けて、手を洗って、うが

いをしているからだろうといわ

れています。感染症の対策として

は、新型コロナウイルスもインフ

ルエンザも共通している部分が

ありますから、個人が行動変容を

して、できることはしっかりして

いただくということが良いと思

います。 

【廣野】ありがとうございます。

それでは、関西大学のアレクサン

ダー・ベネット先生よろしくお願

いいたします。 

【ベネット】関西大学のベネット

です。非常に興味深いお話、あり

がとうございました。マスク着用

に関する質問ですが、宮坂先生は

熱中症の危険性について話をさ

れましたが、HYPOXIA（低酸素）

については何か注意することが

ありますでしょうか。 

【宮坂】低酸素に対しては、残念

ながらデータを持っていません。

飛沫飛散の防止に関する実験は

比較的簡単にできたのですが、運

動後の低酸素に関する実験は難

しいです。運動時の血中酸素を測

定するパルスオキシメーターを

使ってデータを取るというのは

難しいので、現時点ではそのデー

タを持っていません。やることは

必要だと考えていますが、残念な

がらデータはない状況です。先週、

私自身も稽古をしてみましたが、

面マスクとシールドをつけて稽

古をすると明らかに息苦しいで

す。私は心臓にペースメーカーが

入っていますが、心臓の状態とい

うのは血液検査をすると分かり

ますが、面マスクとシールドをす

ると、明らかにデータは悪くなり、

低酸素になっていると思います。

だからこそ、稽古の時間を短くし

てお休みを取りながらやらない

と、乗り切れないと思っておりま

す  

【廣野】ありがとうございます。

マスクの種類が運動時の心肺機

能に与える影響について、全日本

剣道連盟からも情報が発信され

ていたと思います。最近アメリカ

の研究チームから発表されたマ

スクの種類と発声時の飛沫の関

係についての研究でも同様の結

果が報告されており、なるほどと

思っておりました。今、先生がお

っしゃっていた呼吸のしやすさ

と飛沫の防止効果というのはト

レードオフのような関係にある

と考えてよろしいでしょうか。 

【宮坂】たとえば、飛沫飛散を防

ぐだけを考えれば、医療用のサー

ジカルマスクや N95 を使用すれ

ばよいのですが、あれを使うとそ

れこそ低酸素になって、苦しくて

稽古をやっているどころではあ

りません。医療用マスクをしなが

らランニングをして亡くなった

という事例も報告されています

ので、息のしやすさと飛沫飛散を

防止しながら、なおかつ通気があ

る程度良いマスクを自分で探さ

なければなりません。全剣連でか

なりの数のマスクを調べてみた

のですけれども、全てを網羅でき

ているわけではありません。です

が、ほとんどのマスクで飛沫飛散

の防止ができていましたので、息

の苦しくないものをご自分で選

んでいただいて使用するという

ことが大事だと思います。 

【廣野】ありがとうございます。

大変勉強になります。では、数馬

先生お願いいたします。 

【数馬】工学院大学の数馬と申し

ます。今日は貴重なご講義をあり

がとうございました。道場の換気

についてお伺いします。地下 2階

にあるスペースで自然風がない

場所ですが、室内空調のほか、扇

風機などにより廊下への排気な

どで対応しようと考えておりま

すが、その際注意する点があれば

御指導をお願いいたします。 

【宮坂】はい。地下ですと条件が

限られてしまうので、換気をする

となると、入り口を開けて道場内

の空気を外へ吹き出してあげな

ければならないですね。そのため

司会をする廣野氏 
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には、扇風機を外に向ける必要が

あります。ただし、その方法です

と空調の効果が落ちますので、こ

れもトレードオフの関係にあり

ますね。空調だけですと、同じ空

気を道場内で回しているだけで

すから、なんとかして小さな飛沫

を外に出さなければならないの

で、できれば多少空調の効果が落

ちたとしても、換気をしたほうが

良いと思います。道場の窓が上に

付いている場合は難しいですが、

一般的には頭の高さに窓があり

ますので、そちらから外に空気を

出していくということが大事に

なります。そして、空調を効かせ

ながら、15 分に一度換気をする

ということが必要になると思い

ます。ですが、まだこちらはエビ

デンスがないので、今後検証して

いく必要があると思います。「こ

のような方法だと感染しない」と

いうことを積み重ねで証明して

いかねばならないですね。そして、

剣道から決して感染クラスター

を出してはいけない。そのために、

「この間、新宿でも稽古の後に一

杯飲みに行って感染してしまっ

た」というような事態は絶対に避

けなければならないことだと思

います。  

【数馬】分かりました。ありがと

うございます。 

【廣野】ありがとうございます。

今、先生のお話の中でエビデンス

のお話がありましたが、こちらは

武道学会ということで、先生の方

から武道学会に期待されること

がありましたら、お話しいただけ

ればと思います。 

【宮坂】面マスクにしてもシール

ドにしても、エビデンスが少ない

状態ですが、とにかく剣道の稽古

によって感染クラスターを出し

てはいけないと思います。もし出

してしまったら、「剣道は何をや

っているんだ」ということになっ

てしまします。柔道、空手、ボク

シングでは出ないのに、剣道で出

てしまうと剣道ができなくなっ

てしまう。世界選手権もなくなっ

てしまいましたが、とにかく剣道

が安心に着実に積み重ねて再開

できるようになるまでは、絶対に

感染クラスターを出してはいけ

ないというのが重要なことです

ね。もう一つは、成績に囚われ過

ぎて生徒をしごくと、自粛明けで

すから怪我をしてしまうと思い

ます。怪我をするかしないかとい

うのも指導者の能力が問われま

すので、怪我人を出さないように

というのが 2 つ目です。 

【廣野】ありがとうございます。

対策によって、熱中症のお話もあ

りましたが、これだけ長期間、運

動の実施が難しいことはこれま

でなかったと思いますので、怪我

にも注意しながら稽古や指導を

進めていくのが大事かなと思い

ます。たとえば、飛沫飛散の実験

をされたところで、実験の設定が

難しいということはお伺いした

のですが、マスクを着用したとき

の「きつさ」や「苦しさ」に関す

るエビデンスというのは検討さ

れているのでしょうか。 

【宮坂】その辺に関してはエビデ

ンスが不足している部分ですね。

あくまでも安静時の飛沫飛散防

止効果を見ただけですので、パル

スオキシメーターも持っていま

せんでしたし。そもそも、稽古が

できていませんので、安静時に

「小手」と発声して、面マスクと

シールドがどれくらい飛沫飛散

を防止できているかを見ただけ

ですから。たとえば、動的に切り

返しをしたり、面打ちをしたりし

たときに血中酸素濃度がどれく

らい下がるかということは、今回

は残念ながらみていません。今後

の課題だと思っています。ですか

ら、パルスオキシメーターをお持

ちの方がいらっしゃれば、しっか

りと測定していただいて、発表し

ていただけると非常にありがた

いと思います。 

【廣野】ありがとうございます。

続いて、中京大学の堀山先生お願

いいたします。 

【堀山】中京大学の堀山です。剣

道の授業で使う防具は共通で使

うことが多いのですが、防具は消

毒を心がける一方で、袴などの使

い回しで気をつけることは何で

しょうか。 

【宮坂】まだそれもエビデンスが

質問に回答する宮坂先生 

質問をする数馬副会長 
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乏しいですが、接触感染には注意

を払わなければいけませんので、

一回一回面マスクは変えないと

いけませんし、面についても共用

で使うのであれば中をアルコー

ルスプレーで消毒しなければな

らないですね。小手なんかも消毒

しておかなければならないと思

います。それ以外の消毒方法もあ

るのですが、アルコール消毒です

とスプレーでできますし、乾燥し

てしまうのでそれをある程度買

っておけばその都度スプレーを

かけて消毒するのが良いと思い

ます。そうすれば、共用すること

はできるかと思います。剣道着に

関しては、毎回変えるか洗濯して

もらうかはしていただく必要が

あると思います。面マスクも同じ

ものは使ってはいけません。これ

らは本人の努力でできることだ

と思いますので、これは励行した

方がよいと思います。 

【廣野】ありがとうございます。

専修大学の齋藤先生お願いしま

す。 

【齋藤】専修大学の齋藤です。う

がいの効果について教えていた

だけますでしょうか。口腔内に入

ったウイルスは、どれくらいの時

間で体内に入ってしまうのでし

ょうか。マスクをしていて稽古を

しても飛沫飛散はあるかと思い

ますが、面を外してすぐのうがい

の効果はいかがでしょうか。 

【宮坂】うがいはインフルエンザ

の予防にも使われていますので、

全く効果がないわけではないで

すが、うがいが届くところは喉だ

けということを理解しておかな

ければいけません。先ほどもお話

ししたようにウイルスの受容体

は肺にもありますし、空気の通り

道である気道にもあります。その

ため、うがいだけで完全にウイル

スを防ぐことはできません。です

から、ウイルスが喉に付いた人は

うがいによってその排出量を減

らすことは可能であると思いま

すが、完全に取り除くことはでき

ません。もちろん、ある一定量の

ウイルスが出てこない限りは感

染しにくいと思います。そういう

意味ではマスクをつけていた方

が良い、剣道を行う場合は面マス

クをつけておいた方がよいとい

うことです。うがいで完全に防げ

るかというと、そういうことでは

ありません。 

【齋藤】ありがとうございます。

マスクをしていても、稽古の中で

感染者がいた場合には、飛沫飛散

があると思いますが、稽古が終わ

ってすぐにうがいができればし

たほうがよいと思うのですが、ど

の程度の効果があるのでしょう

か。 

【宮坂】面マスクとシールドをし

っかりして、手・剣道具を消毒し

た方がよいと思います。うがいは

できればやれば良いのですが、そ

れで防げるというエビデンスは

残念ながらないですね。ですから、

やらないよりはやった方がよい

ということであって、うがいをし

て防げるかといわれると、それは

残念ながらできないと思います。 

【齋藤】ありがとうございます。 

【廣野】ありがとうございました。

では、國學院大学の植原先生お願

いします。 

【植原】國學院大学の植原と申し

ます。これまで断片的に得ていた

情報が体系的に理解できました。

ありがとうございました。正課の

剣道授業でいかに感染リスク低

減を図れるかに苦心しておりま

す。飛沫が床に付着する可能性を

考慮した場合（道着を床でたたむ

など）、床の清浄・消毒を励行せ

ざるを得ないかと考えておりま

す。要否をいかがお考えかお聞か

せいただけますでしょうか。 

【宮坂】全日本剣道連盟でも東京

都剣道連盟でもガイドラインに

書いてありますが、次亜塩素酸を

用いて稽古を始める前に消毒を

するということが大切です。そし

て、稽古が終わった後にもう一度

消毒をし、座礼はしなくてもよい

ということですね。座礼をすると、

飛沫が飛び散った床に手をつい

てしまうので、それはしなくても

良いと思います。立礼でもよいと

いう形にすることはもちろんで

すが、これもどうすれば絶対に防

げるかというエビデンスはない。

ただし、大きい飛沫飛散が 2m以

質問する齋藤氏 

質問する植原氏 
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内で床に落ちることと、ウイルス

粒子は落ちたらすぐ死ぬわけで

はないということは分かってい

ます。たとえば、プラスチックの

面には数十時間も残っていると

いうことは分かっていますので、

そういう意味では最初と最後に

消毒をするほうがよいと思いま

す。 

 モップなどで床を掃除する場

合には、モップを水で洗うときに

バケツの水を変えることが必要

ですね。いくら次亜塩素酸をかけ

て消毒したとしても、そこに部分

的にウイルスは残っています。本

来であれば、ウォッシャブルの物

を持って行った方が無難だと思

いますが、絶対にダメかと言われ

るとそこまでのエビデンスはあ

りません。ただ、理論的にはその

方がよいだろうということです。 

【植原】ありがとうございました。

大学に掛け合って予算をつけて

もらいます。 

【廣野】続きまして鳴門教育大学

の木原先生、お願いいたします。 

【木原】Withコロナの考え方は理

解できましたが、以前の生活に戻

れるのにはどのくらいの年月が

かかると思われますか。 

【宮坂】それは全く分かりません。

私は、少なくとも 1 年間はこの生

活が続くだろうと考えています。

場合によっては、2～3 年と続い

ても不思議ではありません。です

から、行動変容を伴った剣道とい

うのは、ずっと続けていかなけれ

ばならないと思います。また、新

型コロナウイルス感染症の患者

数によっては面マスクを外せる

ときもあるでしょうし、シールド

が外せることもあるかもしれま

せん。今はその途中の段階ですの

で、今の段階で 1 年経ったら絶対

に大丈夫なんて根拠は全くあり

ません。現状、ワクチンもありま

せんし、治療薬もない状態ですし、

どうやったら防げるかを全て分

かっている状況ではないので、こ

れが続くと考えるほうが理にか

なっていると思います。 

【廣野】ありがとうございます。

色々な形を模索しながら、より良

い形を探していくということで

すね。 

【宮坂】そうですね。ですから、

今ある生活を受け入れて、その中

でベストなものはどれかという

ことを常に考えなければなりま

せん。ピンチをチャンスに変える

こと、つまり発想の転換をしない

と。いつになったらこれまでのよ

うな生活に戻ることができるだ

ろうかと思っていると、永遠にで

きないなんて可能性もあります。

分かっている人は誰もいないの

ですが、アメリカではそういうこ

とを予測した人達がいまして、そ

の人達によると 3～4 年続くだろ

うという意見もありますね。 

【廣野】なかなか難しい問題です

ね。 

【宮坂】もう少し言うと、我々か

らしたら初めてのウイルス、未知

のウイルスですので、全ての証拠

があがっているわけではありま

せん。そのため、感染様式や増悪

様式、治療などに関してもまだま

だ分からないことが非常に多い

です。それについては、たとえば、

他の感染症でも 1982 年にウイル

スが見つかったエイズも、今は死

ななくなりましたが、まだアフリ

カ近辺では非常に流行っていま

す。そういう問題がありますので、

我々個々人はそれぞれの状況に

合わせて生活を変えていかなけ

ればならない。何かに頼っている

と、永遠にできない状態になって

しまいかねませんので、今何がで

きるかということをここで考え

ながら対応していかないといけ

ません。 

【廣野】ありがとうございます。

東京学芸大学の奥村先生、お願い

いたします。 

【奥村】身近に感染者が出ない状

況で練習をしていると、慣れて油

断する人がでて、感染リスクが高

くなると予想します。定期的に注

意を促すほか、何か良い方法があ

りますでしょうか。 

【宮坂】今までのピークを見てい

ても、第一のピークが減ったのは

行動変容を伴っているときです。

感染者が減り、人々の気持ちが少

し緩んできたときに第二のピー

クが起きるということですね。で

すから、我々は残念ながらこの状

況に気を許して行動変容を少し

でも崩してしまうと、流行が起き

かねない。ということは、剣道が

できなくなってしまう可能性も

あるということです。やはり、あ

る程度この病気が十分に収まっ

て、エビデンスが積み重なってく

るまでは、とにかく行動変容を続

けなければならないと思います。 

【廣野】ありがとうございます。

同じことの繰り返しだけだと、ど
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うしても悪い意味での慣れにな

ってしまうと思いますね。 

【宮坂】自分は絶対にならないだ

ろうっていう変な安心感がある

人が多いんですよね。ですが、そ

れは間違いです。子どもでもなる

し、大人でもなるし、高齢者なら

もっとなりやすいし、誰にでもな

り得ますので、誰がターゲットに

なってもおかしくないものです。

ですから、気を緩めれば、剣道の

感染クラスターが起こり得ます。

そして、それを起こしてしまった

剣道連盟は世間から叩かれます。

ですから、それを考えるとやはり

安全にできるという方法を確立

する方が先だと思います。今は始

まったばかりですので、剣道に関

しては無事に再開できて、本当に

これが継続・発展できるかという

ことが分かりません。この時期に

もう一度基本に立ち返って、筋力

を強化するとか、剣道形をすると

か別の方法があり得るというこ

とを考えてもらえればと思いま

す。 

【廣野】ありがとうございます。

続きまして、筑波大学の香田先生

お願いします。 

【香田】先日の福岡の審査は無事

に終えることができたのでしょ

うか。 

【宮坂】先日、私の兄の昌之が福

岡に行きまして六・七段の審査会

の感染症対策の指導をしたよう

ですが、無事に終了したとのこと

でした。少なくとも、あの規模の

審査会だとガイドラインに則っ

て注意をしながら実施すればで

きるであろうということが分か

りました。しかし、注意は継続し

ていくことが必要であろうとい

うことを聞いております。 

【廣野】ありがとうございます。

このような事例を積み重ねてい

くことが大切ですね。つい先日、

主催大会の実施ガイドラインも

出ましたし、少しずつ事例を重ね

ていって、開催ができる行事が増

えていくということでしょうか。 

【宮坂】はい。このエビデンス作

りは皆様がやらなければなりま

せん。先ほどの道場の換気も、剣

道具の使い回しの方法も個々に

よって条件が違うので、各条件を

踏まえながら感染者を出さない

ためにはどうすればよいかとい

うことを考えていくことが大事

ですね。来年の日本武道学会では

そういう発表も皆様からしてい

ただければ、エビデンスが徐々に

蓄積されていくのではないかと

思います。特に現場からの声が非

常に重要だと思います。 

【廣野】私も自然科学的な研究を

設定するにしても、今までと同じ

ような実験設定はなかなか難し

くて、今の時代に即した方法に切

り替えていくことも大事なこと

だと思いました。 

【宮坂】今までの常識ではとても

間に合わなくて、新しい状況を考

えて、それが安全に実施するため

には何が必要か、という新しいク

エスチョンを考えないと、アンサ

ーが出てきません。それを個々人

が宿題として持っているんだと

考えています。 

【廣野】ありがとうございます。

東京学芸大学の奥村先生お願い

します。 

【奥村】防具や竹刀の保管法で、

ウイルスが生存しやすい・しにく

い方法、ウイルスが完全に消滅す

るであろう期間はどの程度でし

ょうか。 

【宮坂】それもエビデンスはあり

ません。たとえば、一般のプラス

チックだったら数十時間だとい

うものはありますが、竹刀につい

て行った実験は残念ながらあり

ません。竹刀は風通しの良い所に

置いておくことが必要ですし。防

具はきちんと乾かさなければな

らないと思います。このような一

般的なことは必要だと思います

が、そこまでガイドラインが必要

かっていわれるとそうではない

と思います。それは、個々の条件

が違いすぎますから、実際には、

皆様の判断できちんとやってい

ただくということですね。 

【廣野】ありがとうございます。

たとえば、竹刀だと洗うことは難

しいと思いますが、アルコールで

拭いたりとかは必要でしょうか。 

【宮坂】もちろんアルコールで拭

くなどの対策は大事だと思いま

す。しかし、そこまでしなきゃい

けないかっていわれると、そこま

でのエビデンスはないですね。剣

道具は除菌スプレーをする。剣道

着や面マスクは毎回洗濯をする。

竹刀に関してまで、どうこうする

ほどのエビデンスは今のところ

ありません。 

【廣野】では、今のところはいつ

も通り、なるべく風通しが良いと

ころに竹刀を保管しておくこと

が良いということですね。 
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【宮坂】竹刀を保管するわけです

から、湿ったところに置けば痛み

ますし、カビも生えますよね。 

【廣野】道具の保存方法と感染症

対策の両面からそういったこと

を考えていくことが必要ですね。 

【宮坂】最後に私から話題提供を

させていただきます。先ほども申

し上げたとおり、今は新型コロナ

ウイルスと熱中症について、個々

に対策を立てる必要があるとお

話をさせてもらいました。今は、

全日本剣道連盟で重大事故報告

システムもあります。たとえば、

救急車で運ばれたような重大事

故は届け出をしてくださいとい

うことをおお願いしています。そ

の中にアキレス腱断裂が入って

います。アキレス腱断裂について、

従来は、剣道歴が長く、アキレス

腱が古いゴムのようになってし

まうと、負荷に耐えきれなくなり

切れてしまうという事例が多く

ありました。準備運動を行ったか

らといって必ずしも大丈夫であ

るということではなく、稽古の途

中で切れるということがあるわ

けです。しかし、最近報告をされ

ているのは、休み明けの稽古で体

が慣れないうちに指導者が長い

時間稽古をさせて、疲れ果てて、

初心者にも関わらず、稽古の後半

で切れる。それは明らかに過度の

負担がかかり過ぎてしまってい

ます。だいたい 16歳～18歳の女

の子に特に多いです。本来は、張

力がかかると伸びるはずなんで

すけれども、1 時間半とか 2 時間

半の時間を練習させ続けると、疲

れてそのために過度の負担がか

かって切れてしまうということ

があります。この暑い時期で自粛

明けということも重なっていま

すので、指導者が稽古法をしっか

りと考えなければならないと思

います。個々の状況に合ったメニ

ューを考えてあげなければいけ

ません。ただ強くなりたいという

ことでやってしまうと、様々な不

都合が出る可能性があります。こ

れについてはご注意いただけれ

ばと思います。 

【廣野】ありがとうございました。

私自身もアキレス腱に関する研

究をしているので、大変興味深く

聞かせて頂きました。新型コロナ

ウイルスに感染させないという

ことだけを考えれば、何もしない

ということになりがちですけれ

ども、今回出して頂いたガイドラ

インによると、剣道を行うという

前提でできる限りの安全を確保

しながら進めるという形につい

て示していただき、非常にありが

たいことです。また我々個人でも

安全を留意しながらいろいろな

検討をしていくことが大事です

ね。 

本日のお話を聞いて、大変多く

のことを学ぶことができました。

最後に繰り返しとなりますが、本

日は大変お忙しい中、貴重なご講

演をいただきまして、宮坂先生、

本当にありがとうございました。 

 

 

  

最後にお礼と拍手をする 

長尾会長 
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研究紹介・インタビュー 
下川 美佳 氏（鹿屋体育大学体育学部 講師） 
学位論文 
「大学剣道における女子競技者の踏み込み音が打突の評価に及ぼす影響」 

2003 年 3 月に鹿屋体育大学体育学部卒業、2005 年 3 月に同大学大学院修士課程体育学研究科体育学専

攻修了。同大学体育学部助手、助教を経て、現在は講師。同大学剣道部コーチ、女子監督を務める。 

 2019 年に鹿屋体育大学大学院博士課程体育学研究科大学体育スポーツ高度化共同専攻を修了し、体育ス

ポーツ学の博士号を取得する。剣道教士七段。世界剣道選手権大会出場 3 回・団体優勝 2 回・個人 3 位 1

回、全日本女子剣道選手権大会出場 8 回・ベスト 8 に 3 回、全国教職員剣道大会優勝 2 回・準優勝 2 回、

全日本女子学生剣道優勝大会優勝 3 回・準優勝 1 回など、数々の輝かしい戦績がある。 

特別企画 2020 

最新若手研究の動向 

若手研究者の研究や博士の学位取得までの取り組みを紹介 

 近年、博士の学位を取得した、あるいは取得を目指す若手研究者が増えてきた。中には剣道の指導的立場に立ちながら、あ
るいは日本代表レベルの選手として活躍していながら、研究と現場とを両立させて学位取得を果たした研究者も現れている。

そこで、2017年度から続く特別企画として、博士の学位取得をした研究者を招いて行われた「武道ワールド（https://budo-
world.taiiku.tsukuba.ac.jp/）」（代表：酒井利信・筑波大学教授）の企画に参加し、学位取得までの経緯や取り組みについてイン
タビューを行った。 

 〈学位論文概要〉 

【目的】本論文では、剣道における踏み込み音が打突の評価に及ぼす影響について検討することを目的とした。 

【研究 1】研究課題 1では、打突時の音に着目する重要性を示すため、打突に伴って生じる発声・打突音・踏み込み音

を、大学剣道競技者が競技者および審判者の視点で「どのように捉えているか」について明らかにすることを目的とし

た。大学剣道競技者 110名を対象に、打突に伴って発生する音の捉え方に関するアンケート調査を実施した。アンケー

トでは、動作と音の打突評価への貢献度、競技者・審判者それぞれの視点での打突音の聴音の程度等について、調査し

た。アンケートの回収率は 99%であり、分析対象者は 109名（男性：55名、女性：54名、年齢：19.7±2.2歳、学年：

2.4±1.2年、段位：3.3±0.6段）であった。調査の結果、打突評価は動作と音の両方で判断しているが、音も重視して

いる傾向があること、踏み込み動作が打突評価に良い影響を及ぼすと思うと考える回答が多いこと、競技時より審判時

に打突音を聴音しているとの回答が多いことが明らかとなった。以上より、競技者と審判者のそれぞれの視点で、打突

に伴って発生する音に着目する重要性と特に踏み込み音に関して検討する必要性が示唆された。 

【研究 2】研究課題 2では、打突音と踏み込み音およびそれらの複合音の相違を明らかにすることを目的とし、小手打

ち動作に伴って発生する打突音、踏み込み音、それらを複合した音の特性について検討した。大学女子剣道競技者 6名

を対象に、右小手打ちを 3種類の試技にて実施した。3種類の試技は、1）打突のみ、2）踏み込みのみ、3）打突＋踏み

込み（複合）とし、動作映像と発生音をビデオカメラと騒音計にてそれぞれ収集した。打突判断の反応時間に関する先

行研究を参照に、最初に音が発生した 0.5 秒前から 1.5 秒間の範囲における、音の 100Hz 毎の振幅スペクトル量と音の

強さについて解析し、3種類の試技間で比較・検討した。その結果、周波数帯の振幅スペクトル量は、打突のみ試技と

踏み込みのみ試技および複合試技で発生する音で異なり、打突音は高い音、踏み込み音は低い音に特徴を有し、踏み込

み音は低音域において複合音に対する貢献度が高いということが示唆された。さらに、音の強さについて、打突音は踏

み込み音と複合音よりも弱いことが示唆された。以上より、人が聞き取りやすく大きな音がする踏み込み音は、有効 
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【奥村】下川先生、どうもありが

とうございました。それでは、質

疑応答へ移りたいと思います。質

問がある方は画面上で挙手をお

願いいたします。では、酒井先生

お願いします。 

【酒井】下川先生、どうもありが

とうございました。面白かったで

すね。非常に面白かったです。ま

ずは、この研究デザインに取り掛

かったきっかけを知りたいです。

足の踏み込み音に注目したきっ

かけというのはどういうところ

にあったのでしょうか。 

【下川】はい、ありがとうござい

ます。踏み込み音に注目したきっ

かけは二つあります。 

私は高校生の時、踵が痛く、踵

サポーターを装着しないと剣道

ができませんでした。大学に入学

して、先生から「踏み込み方が悪

いから踵サポーターが必要だ」と

の指導を頂き、踏

み込み方を変え

ようと思いまし

た。私はもともと

踵から着くよう

な踏み込みでし

たが、それを足裏

全体で踏むよう

にしたことで、「あ、なにか音が

違うな」と感じました。これが最

初のきっかです。ただ、この時は

打突評価と関連付けることなく

「踏み込みの音が変わったな」と

だけ思いながら過ごしました…。 

しかし、試合を重ねるうちに、

打突の判定に何らかの影響を与える可能性が考えられた。 

【研究 3】研究課題 3では、踏み込み音の違いによる打突における冴えや強度の評価に及ぼす影響を探ることを目的と

した。これらの課題を検討するため、映像資料を作成し、一対比較法による評価テストを実施した。映像資料は、大学

女子剣道競技者 1名が行う右小手打ちについて、動作・打突音・踏み込み音の資料を別に収集した。踏み込み動作は、

1）足裏全体試技、2）かかと接地試技、3）つま先接地試技の 3種類を実施し、収集後の編集により 4）足裏全体試技の

音量を 200%にしたもの（足裏全体 200%）、5）踏み込み音なしの全 5種類を作成した。以上のうち、すべての資料で動

作と打突音は同じとし、踏み込み音のみを変化させた 5 条件の映像資料を作成した。作成した条件のうち、踏み込み動

作 1~3は踏み込み方法の異なる「踏み込み方グループ」、踏み込み動作 1および 4、5は音の強さの異なる「音量グルー

プ」とし、それぞれのグループで一対比較法による評価テストを実施した。評価テストの対象者は、剣道の審判経験を

有する剣道競技者 21名（男性：13名、女性：8名、年齢：42.6±6.1歳、段位：6.6±0.4 段）とした。対象者は、各グ

ループのうち異なる 2 条件の映像資料を視聴し、打突の冴えまたは強度の観点から、前者と後者のどちらが良かった

か、または変わらなかったかについて回答した。得られた回答から、映像条件毎の各対象者の選択数、映像条件毎の平

均選択数、映像条件毎の冴えや評価に対する評価の嗜好傾向について、分析を行った。その結果、踏み込み方グループ

において、足裏全体条件は、かかと接地・つま先接地条件よりも冴えと強度の両方で有意に平均選択数が多く、足裏全

体で行う打突が良いと評価された。また、評価の嗜好傾向についても、足裏全体で行う打突が好まれ、特に冴えの評価

に影響を及ぼすことが示唆された。音量グループにおいて、平均選択数は、踏み込み音なし条件で足裏全体条件および

足裏全体 200%条件よりも有意に少なく、足裏全体 200%条件は足裏全体条件よりも有意に多かった。また、評価の嗜

好傾向についても、足裏全体 200%条件が好まれ、特に強度の評価に影響を及ぼすことが示唆された。以上より、踏み

込み音は打突の冴えや強度の評価に影響を及ぼすことが推察された。 

【結論】これらの研究結果から、打突音と踏み込み音が複合した音は、踏み込み音の影響を受けており、踏み込み音は

打突の冴えや強度の評価に影響を及ぼすこと、さらに踏み込み方は打突の冴えに、音の大きさは打突の強度の評価に影

響を及ぼす可能性があるとの知見を得た。大学生の剣道実践者は有効打突の取得、すなわち競技力の向上のために踏み

込み音に着目した取り組みが有益であり、審判者として有効打突を判定する際には、打突を確実に眼で見定める能力

と、打突音と踏み込み音を聞き分ける能力がいずれも必要であると考えられた。 

!

下川氏は Zoomミーティングで参加・発表した 
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先ほどの発表でお話ししたよう

な、「あれ？当たっていないのに

一本になった」という経験や一流

選手の試合観戦、あるいは当時の

鹿屋体育大学の女子剣道部監督

であった有島先生の踏み込み音

を聞くことで、踏み込み音は小手

の打突音に近いのではないかと

考えるようになりました。そこで、

踏み込み音を良くすることが出

来れば、打突の評価が上がるので

はないかとの考えに至りました。 

【酒井】競技実践の現場の中で

感じられたことや経験されたこ

とを研究テーマとして取り上

げ、解明していかれたというこ

とですね。武道学研究の模範の

ような研究ですね。本当にそう

思ってるんですよ。やっぱり、

この踏み込み音とかっていうの

は、剣道をやっていない人は、

絶対にここには注目しませんか

ら。ご自身の経験の中から出て

きたことを解決されたんだなと

いうことで、非常に素晴らしい

なと思いました。 

【下川】ありがとうございま

す。 

【奥村】ありがとうございま

す。その他、ございませんでし

ょうか。はい、植原先生お願い

します。 

【植原】本当に勉強させて頂き

ました。発表の中に示されてい

たのかもしれないですが、お伺

いしたいのは、実験 3 の際に同

じ小手打ちの場面の映像で、同

じ映像でありながら音の種類を

打突音と踏み込み音と複合音に

変えたもので評価が変動してい

るという方法でのデータのとり

方であっていますでしょうか。

実際の映像サンプルを見させて

もらった時には、実際に打突し

ている映像と打っていない映像

が出されていたと思うので、同

じ打突でありながら音が違うと

評価が違うという認識で良いの

かというところを確認させてく

ださい。 

【下川】はい。発表では、小手

を打っている映像と打っていな

い踏み込みだけの映像をご覧い

ただきました。これは、素材と

なる音を収集した時の映像であ

り、調査に使用した映像とは異

なります。素材となる音と映像

を編集し、調査は打突も踏み込

みもある映像の中に、音だけ、

打突音だけとか、踏み込みが違

う音などを含む映像を使用しま

した。黒い画面で「ピー」とい

う音が鳴っている映像のことで

す。 

【植原】なるほど。はい、分か

りました。 

【奥村】では、私からよろしい

ですかね。踏み込みをする際

に、踵とかつま先とかというの

は、あまり良くないというお話

で、足裏が良いというお話だっ

たんですが、そういうことを聞

くとやはりパフォーマンスだと

か指導に生かしたくなってくる

んですが、良い悪い打突複合音

を出すための踏み込み方のコツ

だとか、教え方のコツとかを教

えて頂ければありがたいなと思

います。 

【下川】はい、ありがとうござ

います。良い打突複合音といえ

ば、全体の音を含んだ音で、打

ち方とか、声の出し方なども含

まれます。これについては、検

討していないため、本研究の結

果から明確にお答えすることは

できません。 

しかし、足の動きだけに特化

して言えば、その違いは足が床

に接地する面積にあり、床に接

地する範囲を広くするような指

導が有効と考えています。例え

ば、踵踏み込みやつま先踏み込

みが良くないと説明をしました

が、どちらも足の一点が床に着

く形になります。一方、足裏全

体で踏み込んだ場合、接地する

足裏の幅が広くなります。この

ような踏み込みの仕方が、音を

良くするとの言い方が正しいか

は分かりませんが、良い音が発

生しやすい踏み込み方になると

考えています。 

指導の方法につきましては、

私自身が踵踏み込みだったもの

を、足裏全体の踏み込みに変え

ることで、踵の痛みがなくな

り、音も良くなったとの経験を

質問する酒井氏 

回答する下川氏 
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事例として報告したことがあり

ます。その事例に示した内容

は、右足の指を丸めて、床に着

く瞬間に指を開くという踏み込

み方です。私の経験上の話で大

変申し訳ないのですが…、この

ような指導方法が良いと考えて

います。 

【奥村】もう少し発展した感じ

で質問をしたいんですけれど

も、今の話を聞いていると、踵

が痛い人は結構多いと思うんで

すよ。なので、いま実際に踵を

痛めている人が、踵踏み込みに

なっているとかっていう実証や

調査だとか、かつ、それで痛く

なっている人がこの知見を活か

して、こういう踏み込み方をす

ると痛みが緩和していくという

のは、今後検討される予定はあ

りますか。 

【下川】はい、現時点ではそこ

まで発展させることができてお

りません。私自身が被験者にな

り、これまで実際に行っていた

動きを実験器具の上、フォース

プレートの上で行う調査は実施

しています。しかし、普遍的な

結論とするには、被験者が私一

人で、昔のことを思い出しなが

ら動いている点がネックと考え

ます。したがって、今後は、今

まさに踵が痛い被験者に協力を

願い、フォースプレートを踏ん

でもらったり、その動作の分析

をしたいと考えています。そし

て、私が改善した事例を踏まえ

た指導方法を用いて、踵痛が治

ったとか、動きが改善したと

か、などの研究を行いたいと思

っております。 

【奥村】そうですよね。かなり

喜ぶ人が多いんじゃないかなと

思います。ぜひ、やって頂きた

いなと思いますね 

【下川】ありがとうございま

す。 

【奥村】では、植原先生お願い

します。 

【植原】私の考えといったらあ

れですけども、別に下川先生に

批判的だというんじゃなくて聞

いて頂きたい。有効打突を判断

する際に、音を重視するという

ことには、私個人としては批判

的な立場をとるものなんですけ

れども、ただ、現実問題として

下川先生の研究を見ると、これ

もちょっと変な言い方になりま

すが、審判の有効打突の判定

で、実際に音で判定が誤誘導さ

れる。まあもっと悪い言い方を

すると、「ごまかされる」とい

うことは、現実にあるのだとい

うことをある意味お示しになっ

ているという気はするんです

ね。現実そうなんだから、なん

だかんだと抽象的な理想論を言

ったところで、「現実はこうな

っているじゃないか」と提示さ

れているという意味では、経験

則だけでものを言う人たちに対

しての示唆になると私は思いま

す。 

一方で、先生が取られた直接

のデータとの関わりはないのか

もしれないのですが、一般的に

よく言われるのは、打突に至る

までのプロセスを評価するとい

うのが剣道や柔道でも言われて

いると思います。その打突音を

特に重視するべきというお立場

をとるのか、その打突の有効性

というものを判断するにあたっ

ては、総論として下川先生ご自

身はどのようにお考えになられ

ているかというところも伺って

おきたいなと思います。今日の

お話の冒頭で下川先生ご自身が

体験された映像を見てて、確か

に小手には当たっていなかった

んだけれども、相手の手元を浮

かせるというプロセスでは、下

川先生の素晴らしさというのが

表れていたんじゃないかと。実

際に当たっていないからという

意味では誤審ということになる

んでしょうけれども、その状況

に至らせたプロセスというのは

下川先生の技の素晴らしさとい

う部分もあるんじゃないかな

と、思った次第です。ご見解を

伺えればと思います。 

【下川】はい、ありがとうござ

います。プロセスに関しては、

先生がおっしゃっている通り、

私も大事だと思っております。

ただ、判定する基準に打突部位

質問する植原氏 

司会をする奥村氏 
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というものが含まれている以

上、当たっていないものを有効

打突にするということがないよ

うにしていただきたいとも思っ

ています。そのため、目で見る

ことが一番であり、音はその参

考と捉えていただきたいです。 

また、冒頭の映像のように、

小手と踏み込みの音は同じよう

に聞こえますが、本来はそれぞ

れ違う音がしています。本研究

は、それらを区別して聞くよう

なトレーニングをするべきとの

提案でもあります。 

加えて、私はこれまで競技者

として試合に出ていた期間が長

かったです。ゆえに、踏み込み

は評価の一部であり、競技者は

その踏み込み自体にもっと注意

すべき、気を付けて直すべき点

があると思っています。 

踏み込み動作を見直す一つの

きっかけとして、これを読まれ

た方が、何かしらを感じ取って

いただければ良いとの思いで研

究を進めました。 

【植原】なるほど。分かりまし

た。 

【奥村】ありがとうございま

す。他にございませんか。有田

先生、どうぞ、お願いします。 

【有田】下川先生、ありがとう

ございました。やっぱり、視点

が非常に面白いなと思いまし

た。それをこういう一つの形に

まとめられて、立派だなと思い

ました。ありがとうございまし

た。確認ですが、植原先生も言

っておられたんですけれども、

足裏全体で踏む音と、つま先か

ら行く、踵から行く、三つの踏

み込みの音があったと思います

が、音量に注目すると、大きさ

としては足裏全体で踏んだほう

が、大きくなるのは分かりま

す。で、その音の質的な問題と

して、結局つま先や踵から着く

と、踵のほうがつま先から行く

より大きな音にはなるとは思う

んですけれど、足裏全体で踏み

込んでも、「ドーン」と踏み込

む人もいれば、「バチ」あるい

は「ベチャ」という音などいろ

いろな音の質もあると思うんで

すね。 

今回、踏み込み方が三種類あ

って、足裏全体ということで一

括りになっていますけれども、

実験の中では音量を揃えてやっ

たのかどうかですね。そもそも

の音量自体が足裏全体のほうが

大きかったんじゃないかなと想

像するんですが、それは音域、

低音域などいろいろあったんで

しょうけど、音の大きさそのも

のが、その時点で違ったのかど

うかっていうのが質問です。 

【下川】はい、ありがとうござい

ます。まずは、実験時に収集した

踏み込みの音量ですが、先生のお

っしゃる通り、足裏全体が一番大

きい音でした。それに次いで踵踏

み込み、つま先踏み込みの順番で

した。質については、足裏全体踏

み込みがその他の踏み込み方よ

り高音域でやや大きい量を示し

ました。また踵踏み込みとつま先

踏み込みの波形は低音域での上

がり方が大きく、高音域ではグラ

フの底辺を這うような形でした。

したがって、踏み込みの音のみで

比較するならば、足裏全体踏み込

みでは高い音が強調され、つま先

や踵踏み込みでは低い音が強調

される特徴を持つと考えます。 

【有田】その音量そのものは、調

整はしていないんですよね。結局、

足裏全体で踏み込んだ方が大き

な音が出ると実際は鳴っていた

と、思っているんですけど。 

【下川】素材を 200％増加させた

もの以外は、すべてそのままの音

の大きさを使用し実験を行いま

した。 

【有田】あともう一点、足裏全体

で踏み込んだ時の音として、「バ

チ」とか、「ベチャ」とかどういう

足の音が良いのか、理想と言える

のか、どうお考えかお教えくださ

い。 

【下川】私は「パン！」という音、

弾けるような音が理想だと思っ

ています。 

【有田】ありがとうございます。 

【奥村】ありがとうございます。

齋藤先生、お願いします。 

【齋藤】下川先生、ありがとうご

ざいました。勉強になりました。

踏み込みっていうのは、体の力だ

とは思うんですけど、その意味で

は、音によって打突力自体の評価

良くなると思いますが、実際に踏

み込みの音が良い状態で入った

時は、打突力自体も上がっている
質問をする有田氏 
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と思います。つまり、その音だけ

の増幅効果ではなくて、やっぱり

良い踏み込みというのが打突力

全体を上げているようなところ

は、さっきの下川先生のビデオを

見ていたときに、あの打突力で打

たれたらそりゃ小手も上がるだ

ろうと思いました。その辺はいか

がでしょうか。 

【下川】はい。ありがとうござい

ます。打突力については、今回測

定等しておらず、なんとも言えま

せんが、打った感覚で答えさせて

頂きます。私の踏み込みは、良か

ったり悪かったりしますが、良か

ったときはやはり心地良い音で、

心地良い手の感触があります。そ

の心地良いが打突力に直結する

かは分かりません。ただ、踏み込

みが良いと手の感触も良いし、体

の出も良いとの感覚は持ってい

ます。 

また、まったく違う視点で申し

訳ないのですが、踏み込み力につ

いて、フォースプレートで足裏全

体踏み込みと踵踏み込みの圧を

測りました。その結果では踵踏み

込みの方が圧は大きかったです。

そして、足裏全体踏み込みでは、

圧が小さく音が大きい、との結果

を得ました。実験器具を用いて測

定を行えば、踏み込み動作によっ

て、打突力が上がるや、手の感触

あるいは音も良くなるなどの新

たな結果が得られるかもしれま

せん。 

【齋藤】フォースプレートに出る

力積だとか、ピークフォースも影

響すると思うんですけれども、お

っしゃる通りだと思います。今後

もそういう研究を進めてくださ

い。お疲れ様でした。ありがとう

ございました。 

【下川】ありがとうございました。 

【奥村】ありがとうございます。

では、数馬先生お願いします。 

【数馬】数馬です。大変勉強にな

りました。ありがとうございまし

た。下川先生の強い踏み込みを一

度拝見したことがあって、素晴ら

しいなと思って、聞いていました。

先ほど、お話にあった指導の立場

に立ったときに、そういう強い踏

み込みをするためにはどうする

のかという、具体的な教え方とし

ては、今は右足が踏み込み足です

けれども、中段であれば左足の状

態っていうのが、どのように影響

をしているか。左足や歩幅とか、

左足の重心や蹴る力、足の力など

がどのように右足の踏み込みに

影響を及ぼしたのか。そういうこ

とも今後、研究されるんじゃない

かなと思うんですけれども、そう

いうことにすごく興味を持って

いました。それと合わせて、門外

漢で申し訳ないんですけれども、

踏み込みというものが有効打突

に影響を与える、あるいは、冴え

に影響を与えるということで、私

の大学に入ってくる大学生はこ

の 10 年位前から発声が後からつ

いてくるということが多いです。

植原先生がおっしゃった審判の

誤誘導に関わって、そういうこと

になっているのか、どうなのかに

ついても興味がありました。二つ

だけ先生のご意見をお伺いでき

ればと思いまして、一つ目は、剣

道を長くやっていくと多くのお

年寄りはどんどん踏み込みが弱

くなりますよね。足の力が弱くな

ったときに、どうしたらいいのか

という展望について、先生ご自身

の経験を通して、お考えがあれば

お話し頂きたいなと思います。二

つ目のことは、大学生に多い、打

突に遅れて発声をすることにつ

いてです。こちらについても、先

生のお考えをお聞かせください。 

【下川】はい、ありがとうござい

ます。今回の研究では、左足の状

態についての実験をしていない

ため、私の感覚を元にお話します。

左足で上方向、斜め上方向に蹴り

上げるのではなく、前に左足で押

し出すイメージで行うと重心が

高く上がらないと私は考えてい

ます。右足の太ももを踏み出す時

に、高く上げずに重心を低くした

まま前に出るようなイメージで

す。左足の動きとしては、右足を

踏み出させる蹴り方、体を押し出

す蹴り方が良いと考えています。 

発声については、私も打突後に

発声する学生のことが気になり

指導をしています。これまでの発

声を含めた音の調査では、三つ

質問をする齋藤氏 

質問をする数馬副会長 
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（発声・打突音・踏み込み音）の

総合的な音で評価が高まるとさ

れています。したがって、学生さ

んの打突、踏み込み、発声がずれ

ているのであれば、この先行研究

に示されるような音が発生して

いても有効打突にならない可能

性があると考えます。 

また、私は、研究を進めるにあ

たり、この打突時の複合音（三つ

の音が重なったもの）が打突の評

価に影響するとの知見を参考に

して、実際には発声を省いた音を

対象としました。ゆえに、先生が

おっしゃる発声のずれた踏み込

みと打突音については新たな課

題と考えます。打突時に生じる音

に関する新たな視点として今後

調査を行うことで、有効打突にな

らないなどとの結果を得られる

かもしれない、と先生のお話を伺

い思いました。 

【数馬】ありがとうございました。 

【酒井】奥村先生、そろそろ時間

のこともありますので、最後、私

のほうから質問させていただい

て良いですか。下川先生、どうも

ありがとうございました。ちょう

ど 3 年前なんですが、2017 年の 7

月に先生の同僚でいらっしゃる

竹中先生にも同じように博士論

文に関する内容を発表して頂き

まして、そのときも打突と踏み込

みの時間差について発表してい

ただきました。これも踏み込みな

んですよね。鹿屋の先生は、踏み

込みをずいぶん重視されている

なという感じで聞かせて頂きま

した。竹中先生にお話しして頂い

たときには、現場と研究の両立に

すごく苦労されて、それを克服さ

れていたというお話も聞かせて

頂きました。下川先生は、これを

やり遂げるに当たって、ここは辛

かったな、これはこうやって乗り

切れたなというようなお話とか

ですね、それから、なんと言いま

すか自信のあるお顔をされてい

ますけど、博士を取られて今どう

いったお気持ちかというのを最

後にお聞かせいただければと思

います。 

【下川】はい、ありがとうござい

ます。両立という点ですが、同領

域の先生方にご理解があり、日中

は研究に専念させて頂きました。

助教との立場もありますが、他の

先生に比べれば授業は少なく、日

中に研究活動をして、午後夕方に

は、通常どおり博士課程に行く前

と変わらず監督も稽古もさせて

頂きました。そういう意味では、

この時期が一番、研究と実技を両

立できていたと思います。これま

でも、当然、両立する機会はあり

ました。しかし、なかなか研究に

踏み出す勇気と言いますか、私に

は自信がありませんでした。今、

自信のある顔をしているかも分

からないですし、まだ不安だらけ

ですが、これを機に研究にも力を

入れて、今後も両立できるように

頑張りたいと思います。 
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【酒井】武道ワールドの特別講演

ですが、本日は「剣道の海外事情

最前線」ということで、今回はハ

ンガリーで活躍中の阿部哲史先

生にお願いをしまして、対話形式

で講演を行っていきます。阿部先

生よろしくお願いします。 

【阿部】よろしくお願いします。 

【酒井】阿部先生を簡単にご紹介

させていただきます。1964 年生

まれで、私と同期になります。国

際武道大学を卒業後、筑波大学大

学院に進学し、武道論を勉強され

て修了されております。その後、

1992 年に青年海外協力隊として

ハンガリーに派遣をされており

ます。2 年半の任期を終えて、1回

帰国されていますが、すぐにハン

ガリーのベスプレム大学に奉職

され、現在に至っています。なの

で、先生がハンガリーに最初に行

かれてから 28～29 年の月日が流

れており、現在は、ハンガリー剣

道連盟の技術局長、ナショナルチ

ームの監督、国際武道大学の特任

准教授としての顔を持ちつつ、ハ

ンガリーの国立体育大学で教鞭

を執っておられます。以上が阿部

先生の簡単なご紹介です。 

また、ハンガリーという国につ

いても簡単にご紹介させていた

だくと、東欧、中央ヨーロッパに

あたります。31 年前の 1989 年に

体制転換がありましたが、その前

は社会主義圏で、いわゆる冷戦時

代の「鉄のカーテン」の向こう側

でしたが、体制転換をして民主制

の共和国になり、現在に至ってい

ます。首都はブダペストで、町自

体が世界遺産で、非常に綺麗な街

並みが残っています。阿部先生は

このブダペストを中心にご活動

をされています。 

それでは、阿部先生、まずはハ

ンガリーに行った経緯を教えて

ください。 

【阿部】ただいまご紹介いただい

た阿部哲史と申します。今日、こ

のような場所にお招きいただき、

大変恐縮しております。どのよう

なお話ができるか、自分でも整理

がついていないのですが、本日は、

酒井先生の質問に答えるという

形で進めさせていただきます。ど

うぞ、よろしくお願い申し上げま

す。 

まず、私がハンガリーに行った

経緯ですが、簡単に言いますと、

特別企画 2020 

剣道の海外事情最前線 

海外で活躍する指導者が剣道の普及や指導などの実情を紹介 

1970年に第 1回大会があった世界剣道選手権は現在までに 17回開催され、参加する国と地域は 17から 56へと増加してい
る。また、現在 59の国と地域が国際剣道連盟に加盟しており、世界中に剣道愛好家がいることがわかる。剣道が本格的に世界
に広まり始めてから 50年以上の年月が経過し、この過程で世界全般あるいは各国・地域での剣道を取り巻く環境は大きく変動
してきたと考えられる。一方で、世界には 196もの国があり、剣道はいまだ普及の発展途上段階であるともいえる。そこで、
本企画では海外で活躍する指導者を招いて実施された「武道ワールド（https://budo-world.taiiku.tsukuba.ac.jp/）」（代表：酒井利
信・筑波大学教授）の企画に参加し、剣道の普及や指導などの実情を聞き、世界における剣道の在り方や普及などについて皆

様と一緒に学び、考えていきたい。 

インタビュー 
阿部 哲史 氏（国際武道大学体育学部 特任准教授） 
1964 年生、国際武道大学卒業、筑波大学大学院修了後、1992 年に青年海外協力隊の剣道隊員としてハン

ガリー剣道連盟に派遣される。1995 年より国立ベスプレム大学、タンカプヤ仏教単科大学を経て、2018

年より国際武道大学体育学部武道学科所属の特任准教授となる。現在、ハンガリー国立体育大学に出向

中。 

インタビューを受ける阿部氏。 

ブタペストから Zoomミーティ

ングで参加した 
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1991 年に筑波大学大学院を修了

し、つくばに 1 年間残っていた時

に、ハンガリーのブダペスト大学

から、山地征典先生が筑波大学に

武道の研究をするためにいらっ

しゃっていました。当時、山地先

生は、剣道研と武道論にまたがっ

て 1 年間研究活動をされていて、

その時に誘われたということが

そもそもの始まりです。ただ、当

時出来上がったばかりの青年海

外協力隊の中に剣道の職種はあ

りませんでした。そもそも、青年

海外協力隊は途上国を中心とし

た、草の根的な活動をしている組

織ですから、ヨーロッパの派遣自

体ありませんでした。特に、スポ

ーツの種目の中でも柔道や空手、

その他一般的な用具を使わない

スポーツを途上国へ紹介してい

くということをしていたもので

すから、剣道は畑が違う。まさか、

剣道がその種目に入る予定では

なかったという状況でした。そこ

で、山地先生が日本の外務省に働

き掛けをして、ちょうどその 2 年

半前くらいに鉄のカーテンが開

かれ、社会主義から民主化し始め

たときでした。ですから、日本政

府から梃子入れをしてもいいの

では、ということで、急遽、派遣

が決まりまして、その第一号とし

てハンガリーへ行きました。名目

としては、ハンガリー剣道連盟が

ハンガリーの文部科学省経由で

申請を出して、私がそれに応募す

るという形で、ハンガリーの剣道

連盟の専属コーチとして 2 年間

の期限で呼ばれました。 

【酒井】そもそも、ハンガリー剣

道の始まりというのは、山地先生

ですよね。その背景は、何かお聞

きになっていますか。 

【阿部】はい、そうです。ハンガ

リー自体で剣道が始まったのは

1982 年ですね。始めた方は、空手

の関係者のようで、全くノウハウ

を知らなかったようです。現在、

その方は 80 歳を過ぎておられま

す。その方が当時、「剣道をやっ

てみたい」ということで、調べた

ところ、「地方の大学で教鞭を執

っておられる山地という日本人

の教授が剣道をやっていたらし

い」ということを聞いて山地先生

に頼み、手ほどきを受けたそうで

す。山地先生自体は、高校から剣

道を始め、大阪外国語大学で高等

師範 OB の小森園正雄先生に指

導を受けられていたそうです。山

地先生は剣道三段を持っており、

1971 年に日本からハンガリーに

渡られたそうです。ハンガリーが

剣道を始めるとなったときに中

心におられたそうです。ちなみに、

ハンガリーの剣道連盟ができた

のは 1985 年です。 

【酒井】山地先生は剣道具を持っ

ていたのでしょうか。 

【阿部】詳しいことは確認しない

と分からないですね。 

【酒井】青年海外協力隊で剣道の

派遣というのは阿部先生が初で

すよね。 

【阿部】青年海外協力隊での派遣

というのは初ですね。 

【酒井】その背景には、山地先生

がいろいろ動いてくださってと

いうことですね。では、ハンガリ

ーでの剣道の指導歴についてお

話を聞かせてください。最初に青

年海外協力隊でハンガリーに行

ったときは、とても苦労されたと

いうことをお聞きしていますが、

お話をお聞かせください。 

【阿部】その手の話ならいくらで

もありますね（笑）。今、思い返

せば半分笑い話のような話が多

いです。そもそも、ハンガリーの

剣道連盟自体が私をどのように

受け入れたらいいのか、それから

どのように具体的な目標を立て

ていかなければならないのか、と

いう話もありますね。あまり悪い

ことは言いたくありませんが、そ

れ以前に、協力隊自体も剣道の扱

いを全く知らない状態だったの

で、一体世界中で剣道がどれくら

い行われていて、東ヨーロッパが

どの程度のレベルで、ハンガリー

司会をする酒井氏 

1992年 当時の国会議事堂 1993年 山地先生と 
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が具体的に何をしたいかという

ことを何も把握しない状況でし

たね。見切り発進で手を付けたも

のですから、そこで送られた私も

ハンガリーが東ヨーロッパのど

こにあるかも分からない状態で

したね。その状態で出発しました

ので、すべて手探りでした。それ

から、青年海外協力隊によると

「ハンガリーで剣道をしている

人は 150名程度いて、私はブダペ

ストにあるクラブ 3 つを教えて

まわる」と聞いていて計画を立て

ていました。しかし、実際に現地

へ行ってみると、剣道をされてい

る方は 50 名程度で、クラブも 1

つしかなかったというような状

況でした。一番困ったのは、住居

がなかったことです。青年海外協

力隊の基本的なシステムとして、

受け入れ先のハンガリー剣道連

盟が住居を確保する仕組みのは

ずでしたが、それが伝わっていた

のか伝わっていなかったのか分

かりませんが、行ってみたら住む

ところもなく、半年くらいは家が

ないまま生活していました。 

【酒井】聞くところによると、青

年海外協力隊からは帰ってもい

いよというお話もあったようで

すね。 

【阿部】最初の半年が経ったくら

いで、ハンガリー剣道連盟からは

住居の話も聞いてないとのこと

でした。おそらく、金がなくて住

居が用意できなかったんでしょ

う（笑）。あまりにも聞いていた

話と違うので、協力隊の方も「帰

りたければ引き上げても良いぞ」

といわれました。7 月に派遣され、

12 月の時点で告げられました。

僕も実際、帰ってもいいかなと思

った時期もありましたが、現地に

留まりました。 

【酒井】 1992 年、最初にハンガ

リーに行かれた時の向こうの剣

道の状況はどうでしたか。特に、

竹刀や剣道具などの道具はどう

でしたか。 

【阿部】基本的に剣道具は少しあ

りました。おそらく、60～70 人い

たと思いますが、一応、全員に行

き渡るぐらいの剣道具はありま

した。ですが、100％近くが全日

本剣道連盟から寄贈される中古

の剣道具です。中古品なのであま

り良いものではありませんが、個

数的に個人所有はできませんの

で、使いまわしながら使っていま

した。ハンガリーが最初で、ポー

ランドもそうですが、東ヨーロッ

パは全剣連に寄贈してもらった

剣道具があったので、剣道を続け

ることができていました。もし当

時、寄贈のシステムがなければ、

剣道は今の状態のように世界に

は普及していなかったと思いま

す。 

【酒井】そうですか。先程のお話

の中で、帰ってもいいかなと思っ

た時期もあったとおっしゃって

いましたが、最終的にハンガリー

に残ろうと思ったきっかけには

どのようなことがあったのでし

ょうか。 

【阿部】はい。それはもう剣道を

習いに来ている愛好者の方の真

面目さに心を打たれたからです。

普通だったら、サッカーやハンド

ボールや水泳をやればいいのに、

それをあえて武道の中でもメジ

ャーではない剣道を選んでやる

人は、どちらかというと教員や芸

術家、政治がかった方などそれな

りの立場がある人が多く、非常に

真面目な人が多かったように思

います。もしくは、なんとなく日

本に興味があったからやってみ

たと若者達ですね。その人達と指

導を通して関わる中で、「なんと

か上手くしてあげたい。」という

気持ちが強くなっていきました。

実際、ゼロから教えるので、教え

れば教えるだけ強くなるもので

すから、とても面白かったですね。

途中で投げ出したくないという

気持ちももちろんありました。道

具がないことも最初から分かっ

ていましたので、そこは自分で受

け入れてなんとかするしかない

なと思っていました。 

また、協力隊からも派遣を後押

ししていただき、現場にも理解を

示していただきました。特に、当

時の事務局長の青木盛久さんに

は、大変お世話になりました。外

務省の課長も歴任された方でし

た。当時は、協力隊に出向されて

いて、この方が「剣道おもしろい

じゃないか」と強烈に推していた

だいたので、剣道での派遣が実現

されたという経緯もあります。そ

の方には、私の活動にもとても注

視していただいていて、ことある

ごとに連絡をいただき、様々な面

でご支援いただきました。最終的

に 1992 年の 12 月に一度ハンガ

リーにいらっしゃった際に、私の

現場の仕事について現状の報告

や不足している物資についてお
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話をさせていただく機会があり

ました。その後、「よし、分かっ

た。じゃあ、家のお金はしばらく

の間は協力隊が出すから」「用具

は協力隊の支援経費を確保する

から頑張れ」と、住居の手配や不

足物資についても後押しをして

いただいたこともあり、軌道に乗

っていったということもありま

す。青木盛久さんはとてもおもし

ろい方で、事務局長を退任された

後、様々な国の大使を歴任されま

した。途中で、ペルーのアルベル

ト・フジモリ大統領が就任された

ときに、外務省の中でも力のある

人が必要だということで青木さ

んが抜擢されました。その後、ペ

ルーに行かれましたが、大使館の

占拠事件が起きて、3 か月間人質

になった経験もあるお方です。そ

の後は、中央アフリカの 7 か国く

らいの大使を同時にされていま

した。そういった開発系に力を入

れていた方で、私は未だに連絡を

取らせていただいており、常に剣

道のことを気にかけていただき

ました。今としては、私はとても

人に恵まれたなあと感じていま

す。 

【酒井】素晴らしい方の目に留ま

ったのですね。おそらく、それは

阿部先生が真剣に取り組んでい

らっしゃったからでしょう。阿部

先生は最初にハンガリーに行か

れたとき、ブダペストだけでなく

地方もまわられて指導されてい

たのでしょうか。 

【阿部】はい。私が協力隊から言

われた任務としては、体系的に剣

道を指導するということでした。

つまり、「ハンガリー剣道連盟の

コーチとして、ハンガリーの剣道

を盛り上げてください」というこ

とだと私は解釈していました。の

ちに、ハンガリー剣道連盟と話を

した際には、「名目上は首都にあ

るクラブの担当なのですが、ハン

ガリー剣道連盟で抱えているコ

ーチなので、できるだけ各地をま

わってください」ということでし

た。今でこそハンガリー国内には

約 500名の会員と、剣道と居合道

合わせて約 25 のクラブがあり、

多くの会員とクラブを抱えてい

ますが、当時はまだブダペストに

2 つ、地方に 3 つくらいしかクラ

ブはありませんでしたので、地方

のクラブにも定期的に足を運ぶ

ようにしていました。 

【酒井】そういった中で、お聞き

したところによると、ジェール県

ですかね。子ども達に指導をされ

て、とても感激されたという話も

伺っています。ジェール県という

のは、ブダペストから遠いのでし

ょうか。 

【阿部】約 100km ですので、あま

り遠くはないと思います。ブダペ

ストからウィーンに抜ける国道

沿いの町なのですが、ちょうど、

ウィーンとブダペストの中間に

ある街です。偶然、その村の協働

農場のリーダーをやっている方

が「子どもの教育のためにサッカ

ーだけでは物足りない。何か始め

よう」ということで、剣道クラブ

を立ち上げたようですが、ろくに

道具もない状況でした。協働農場

のリーダーが剣道を取り入れ始

めて 2 年くらいでしたので、連盟

も現状を把握するために「阿部先

生ちょっと見てきてください」と

いうことで、最初は真冬の一番寒

い時期に 4 日間ほど通ったこと

を覚えています。そのクラブには

当時、子どもが 20 人参加してい

ました。その子達に剣道をやらせ

てみたら意外と上手でした。指導

者はあまり上手ではありません

でしたが、子ども達は非常に上手

でしたね。特に、小手－面が上手

く打てていました。あれを見て

「これは時間をかけて指導した

ら、強くなるだろうな」という期

待を持ちました。その後はそのク

ラブに対して、私の後に入ってき

た後続の隊員を常駐させたり、剣

道具をできるだけ多く配分した

りなど、できる限りのことをして

育てていきました。 

【酒井】最初は、竹刀もないとい

うお話もお聞きましたが。 

【阿部】はい（笑）。最初に稽古

を見に行ったとき、子ども 16 人

に対して竹刀は 5～6 本しかない

状態でしたので、使いまわして対

応したり、竹刀がない子にはモッ

プの柄の部分や木を削った棒を

使って練習していました。 

【酒井】その子達の中には後に世

界大会などで活躍した子達もい

たのでしょうか。 
1993年 初めて訪れた 

田舎の子どもクラブ 
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【阿部】当時は 10 歳前後で初心

者でしたが、そのまま大人になっ

て、2012 年の世界大会の団体戦

でハンガリーが第 3 位になった

時は、3 人くらいがそこのクラブ

のメンバーですね。現在は 1名し

か残っていませんが、このクラブ

のメンバーがハンガリーの主力

として活躍してくれました。 

【酒井】いま世界大会の話が出ま

したが、世界大会やヨーロッパ大

会などで印象に残っていること

や思い出に残っていることをお

話いただけますか。 

【阿部】私が初めて世界大会に行

ったのは、1994 年にフランスの

パリで行われた世界大会が記憶

に残っています。ハンガリーに赴

任して 2 年目くらいから世界大

会にはコーチもしくは監督とし

て参加していますが、その雰囲気

は随分様変わりしてきたなとい

うのは感じますね。もちろん世界

全体のレベルが上がり、勢力図も

変わってきていますし、日本の選

手は力をつけてきた諸外国勢に

とても苦労されているように思

います。我々ハンガリーは貧しい

国ですので、お金の問題でいつも

苦労しました。特に、世界大会は

様々な国で開催されますので、参

加するためには開催国まで行か

なければならず、どうしても交通

費がかかってしまいます。もちろ

ん世界大会は参加することで大

変勉強になりますし、選手が剣道

を続ける動機づけにもなります。

結果がついてくれば良いなとは

思っていますが、そう簡単なこと

でもないですから。ともかく、私

は世界の剣道にとって世界大会

は非常に重要な意味があると思

います。 

【酒井】経済的な差というか、東

と西でまったく違うというのは

言われていますね。いま思い出し

ましたが、1997 年に第 35回アジ

ア・北アフリカ研究国際会議(35th 

International Congress of Asian and 

North African Studies)というのが

ありました。その際に、高橋進先

生が団長でお話をされるという

ことで、私もハンガリーに伺った

ことがありましたね。10 人くら

いで伺ったように記憶していま

す。その折は大人数でお邪魔して、

阿部先生にも大変お世話になり

ました。これは、先程お話にあっ

た山地先生がデザインしてくだ

さいました。そのとき、大石先生

も一緒に伺い、いつもと同じく空

港内で両替をして、ハンガリーに

長く滞在していましたが、財布の

中のお金が全く減らなくて、どう

したんだろうと話したことを覚

えています。考えてみれば「ハン

ガリーの方々の 2～3 か月分の給

料を持っているんだなあ」なんて

話をしたのを思い出しました。そ

のような差がある中で、ハンガリ

ーから遠征や大会に行くのは費

用面で大変だなと思いました。当

時に比べればその差も狭まって

いるかと思いますがどうでしょ

うか。 

【阿部】そうですね。現在は理系

の大学新卒で初任給が 10 万円行

竹刀の代わりにモップと木の枝 1993年 初のヨーロッパ大会 

フィンランド・ツゥルク 

2012年 15WKC 

イタリア・ノバラ 女子チーム 

15WKC 

男子チーム 3位 15WKC 
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かないくらいですね。90 年代当

時は 300 ドルくらいだったので、

倍以上にはなっていると思いま

す。ですが、西側と比べるとまだ

まだ低いですね。 

【酒井】当時は世界大会に出場す

る際に、旅費などのお金を集める

のはどうされていたのですか。 

【阿部】現在は、剣道連盟が国か

らある程度の支援を受けていま

す。国からの補助で補えない部分

の残りは実費になります。実際に

は半額もしくは 30％程度が実費

となります。昔は基本的には自己

負担でしたので、選手によっては

2～3 か月分の給料を貯めて出場

している選手もいました。ですが、

今はもうそこまでできないです

ね。やる気の問題もありますが、

一度連盟からお金をもらって遠

征をしてしまうと難しいですね。

お金を出す出さないで、いつも連

盟とはもめているのが現状です。

まあ、お金がないと海外で何もで

きないので重要な話だとは思い

ます。 

【酒井】それでは話題を次に進め

て、阿部先生は海外に出られて

30 年近いと思いますが、海外に

出てみて初めて見えた「日本の剣

道」について何か感じたことはあ

りますか。 

【阿部】剣道界を世界全体から見

回してみると、技術的にも、組織

的にも、やっぱりトップはトップ

で、未だに様々な見方をする方が

いますが、日本の剣道を理想とい

うか、ひとつの目標として世界は

動いていることは変わっていな

いと思います。しかし、それを分

かっている日本の関係者の方が

いるのかという点に、私は疑問を

持っています。まだ普及度が高く

なかった時代では、当然、日本か

らいらっしゃる指導者の方は、そ

れなりにプライドを持って様々

なことをされていたと思います。

ですが、最近は気軽に海外に行け

るようになり、剣道を通じて指導

者の派遣依頼が多くなってきま

したが、派遣先での様子を拝見さ

せていただいていると、昔とは雰

囲気が変わってきたなと感じま

す。気軽にと言ったら失礼ですが、

日本人の言葉や行動に対する責

任感や影響力をあまり考えない

指導者が意外と多いように思い

ます。たまに、そのようなことで

トラブルを起こしているような

話も聞きますね。残念な部分でも

ありますが、敷居が低くなったと

いう良い意味で捉えるとヨーロ

ッパが日本と気軽に関係が持て

るようになったのかなと。ですが、

それは日本にいるとなかなか分

からないですし、この 30 年間を

見ていても相当流れが変わって

きていると感じますね。 

【酒井】やっぱり、海外の方は日

本の剣道に対する憧れは強いの

でしょうか。 

【阿部】はい。強いと思います。

特に、これだけ世界大会がクロー

ズアップされ、競技としての剣道

が前面にでているという側面で

はあると思います。特に、インタ

ーネットで動画がずいぶん配信

されるようになったため、昔であ

れば 1 回でも目にしたことがあ

れば威張れたのですが、今は有名

剣士の姿がいつでも好きなとき

に見ることができます。目で映像

を繰り返し見ることができるた

め、技術力向上にも繋がっている

と感じています。ただ、最近はそ

れ（剣道の競技的側面）だけで本

当に良いのだろうかと疑問に感

じています。例えば、ヨーロッパ

の剣道連盟の会長を長くされて

いたアラン・デュカルメ元会長と

一度インタビューで話をしたと

き「もしも剣道が競技としての意

味しかなくなったら、剣道のお先

は真っ暗だ」というお話をされて

いましたけれども、剣道に対する

魅力と言いますか、競技以外に魅

力が見えてこないとなると、剣道

のバランスの崩れに繋がってく

るのではないかと危惧していま

す。 

【酒井】分かりました。耳の痛い

話ですが、しっかり向き合ってい

くべき問題ですね。その辺、また

後でご質問等あると思うのでよ

ろしくお願いします。阿部先生は、

長く日本を出て指導をされてい

るので、その中での楽しさや難し

さを感じていらっしゃると思い

ます。国民性の違いによって指導

試合会場にて 
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の仕方も変化していくとは思い

ますが、その辺はいかがでしょう

か。 

【阿部】 酒井先生もフィンラン

ド、ドイツ、ルーマニアやハンガ

リーなどをご覧になられて理解

されていると思いますが、その

国々によって、あるいは同じ国の

中でも地域によって独特の雰囲

気を持っています。例えば、私達

がいるハンガリーは東ヨーロッ

パの真ん中に位置していますけ

れども、北の寒い方にいけば、私

達から見ると真面目度が上がっ

ていきます。ですが、南のほうに

下がっていくと、オープンという

かオープン過ぎる部分もあった

り（笑）。また、ハンガリーから

見て西の先進国の方では、真面目

だけれども様々な意味で自分の

国の特色が出ていたりします。こ

れがルーマニアのほうに行くと、

ハンガリー人だと考え込んでし

まうようなことでも「まあ、いい

や」というように流してしまうよ

うな国民性を持った国が増えて

きたりしますね。ですから、指導

する場合でも国によってその方

法は大きく変化してきますので、

ある程度国々の精神性や環境と

かを見ていかないといけません

ね。たとえば、ギリシャでの指導

方法をそのままフィンランドで

使ってみようとしてもなかなか

上手くいかないのではないかな

と思います。やはり、その土地な

りのものを持っていますからね。 

【酒井】長くその国の人達と一緒

に生活することが重要になって

きますよね。以前、阿部先生にお

伺いしましたが「一緒の物を食べ

て、一緒の服を着て、その土地の

水を飲んで、体の中の水が全て入

れ替わってからようやく分かっ

てくるんじゃないかな」とおっし

ゃっていたのを覚えていますが、

その辺はいかがでしょうか。 

【阿部】私がハンガリーに長く残

ったきっかけのひとつはそこに

あります。協力隊の隊員としてボ

ランティア派遣された当時、日本

の外務省から支給されていた金

額が 1 か月 500ドルで、それを使

って生活しなさいということで

した。この金額は、派遣された国

の男性の平均月収、現地の生活水

準に近いように設定されていま

す。最初の国で手探りだったとい

うこともあって、実際に現地の平

均月収が 300 ドル程度のところ

を国からは 500 ドルを支給して

いただきました。つまり、私が

500 ドルを持って生活をしてい

るということは結構リッチなん

ですよね。稽古が終わった後に若

い連中を連れて食事に行ったり

もしていました。ある日、稽古が

終わった後に指導をしていると、

何人かの隊員に「阿部先生は、剣

道を教えているだけで、いいな」、

「剣道を教えて後はぶらぶらし

ているだけで。俺達は仕事をした

後に剣道に来ているのに」、「先生

と一緒にしないでくれ。できるこ

ととできないこいとがある」など

と言われました。それを聞いたと

きカチンとも来ませんでしたが、

逆に恥ずかしいなと思いました

ね。本当にこの人達を納得させる

ためには、彼らの土俵に降りない

と彼らも心を開いてくれない、彼

らが本気にならないなと思いま

したね。だったら協力隊を辞めて

戻ったとき「同じ土俵でやってや

るよ」と思ったのがきっかけです

ね。今ではハンガリーに 28～29

年いますが、みんな私がハンガリ

ー人と同じ生活をしているのを

知っているから「阿部先生は貧し

いんだから」とカバーしてくれる

ようになりました（笑）。そこは、

面白いところだと思いますね。 

【酒井】今のお話と関係があるか

は分かりませんが、ハンガリーの

人間として活動されているから

逆に日本からのデリケーション

なども引き受けたりもする立場

にありますよね。その辺のところ

のご苦労やそちらにとってのメ

リットがあったことなどのお話

はありますか。 

【阿部】日本から来られるデリケ

ーションや使節団のパターンと

しては、ひとつは全剣連からの公

式派遣ですね。昔、巡回指導とい

うことでヨーロッパをまわられ

ている際にハンガリーに来てい

ただきました。具体的には、ハン

ガリーカップという国際大会が

あるときの試合と合宿のために

防具姿の阿部氏 
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派遣要請をしました。それ以外に

は、段審査やヨーロッパ大会を開

催するときも受け入れますね。も

うひとつは、個人的にハンガリー

との繋がりで来られることです

ね。うちの場合、大学関係が多い

のと思います。様々な大学の先生

に来ていただいて、合宿の指導を

していただくとかですね。その他

には、個人的に誰かのルートで足

を運んでもらっている場合もあ

ります。それぞれ目的が違います

ので雰囲気も違います。そのとき

そのときで様子や状況を見て、対

応しているのが中間に立ってい

る私の役目になります。ハンガリ

ー人からすると誰が来ても日本

人は日本人という気持ちがあり

ます。なので、この使節団はどの

ような目的で来ていて、違う団体

はまた違う目的で来ていてとい

うようなところを理解してもら

うのが私としては苦労・苦痛でし

たね。ハンガリー人に任せきって

しまうとなかなか上手くいかな

い部分が多かったです。「この間

プライベートで来た先生は一晩

中飲みに連れてまわっても文句

はなかったけれども、全剣連から

来た先生はなんで連れまわった

らいけないのか」などそういう話

もありまして、全体の中でこの使

節団がどういう意味を持ってい

てとかを説明しなければいけま

せんでしたので。今は、ハンガリ

ーはハンガリーなりに対応でき

るようになってきたので、その仕

事からは足を洗っていますけど

ね。 

【酒井】いまハンガリーカップの

お話が出ましたが、私も 2007 年

から 2014 年まで 7回くらい学生

と一緒にお邪魔しましたね。これ

はすごい行事だと思います。これ

は今も継続されているのでしよ

うか。 

【阿部】今年は開催しませんでし

たが形を変えて今もやっていま

す。 

【酒井】当時、私がお邪魔してい

たときは 3 日間講習会を行って、

3 日目の午後に昇段審査、4 日目・

5 日目に個人と団体の試合でし

たね。あれは東欧が中心でしょう

か。 

【阿部】そうですね。半分以上は

東ヨーロッパから足を運んでい

ただいていますね。 

【酒井】あれは何か国くらいが集

まっていますか。 

【阿部】12～13 か国くらいだと

思います。 

【酒井】そうですか。20 か国くら

いの参加があったような気がし

ますが。 

【阿部】たまに 20 か国近くの時

もあったかな。まあ平均すると

15 か国で人数的には多くて 200

～250 くらいだと思います。 

【酒井】これの運営はとてもご苦

労されているのではないでしょ

うか。ハンガリー剣道連盟にはミ

ハリク・フノールさんという優秀

な事務局長もいたと思いますが、

1 回だけではなく続けていくこ

とのご苦労もあると思いますが、

いかがでしょうか。 

【阿部】はい。国際的な企画は言

葉の問題が一番大変ですね。今は

若い人達は外国語教育が進んで

いますので、英語を使える人が増

えてきたので比較的スムースに

コミュニケーションをとること

ができるようになってきていま

す。15 年くらい前になると東ヨ

ーロッパには英語が苦手な方が

多く、講習会などを開催し英語と

ハンガリー語で講習を行ったと

しても結果的に何も伝わらず「参

加者は合宿費を払って来たのに、

なぜ対応してくれないのか」と言

う方もいました。ですが、1 人や

2 人しか来ていない小さい国の

言語まではカバーしきれません

ので、こういった部分で非常に苦

労しました。特に、実技だけなら

日本語だけでなんとかなります

が、酒井先生に毎年お願いしてい

た 2 日目、3 日目の講義になると、

これはもう非常に大変です。難し

い内容になると英語でも理解で

きない人はいたと思います。中に

は、ハンガリー人にハンガリー語

で説明したとしても分からない

人はいましたね（笑）。ここの部

分がやっぱり一番大変でした。 

【酒井】ありがとうございます。

最後にハンガリー剣道の将来、ま

たは、それを世界剣道に置き換え

ていただいても構いませんが、阿

部先生の思うところをお話しい

ただきたいです。 

【阿部】ハンガリー剣道連盟の中

ではよくそのような話をします。

先程の話とも繋がりますが、ハン

ガリーの剣道をどちらの方向に

持っていくかということについ

てです。今は若い剣道、若い剣士

達の競技志向がものすごく強く

なっています。この点は良いこと
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だとも思いますが、剣道には文化

思考的・文化的側面での魅力も非

常に多いですから、それをどうや

って連盟として普及させていく

かということを話し合っていま

す。具体的に言うと、競技的な側

面では試合があって、試合に出て、

試合に勝つということが目的・目

標になります。もう一方の文化的

側面については、生涯剣道であっ

たり、剣道を通して日本の文化を

学びたい人にどう伝えていくか。

何ができるのか。どういった視線

で取り組んでいったらいいかと

いうことをずいぶん話し合って

います。そのためには、現在であ

れば画像を多く使うとか、出版物

を出すとかですね。それから、僕

らも最近始めましたが、やっぱり

高齢になっても剣道を続けるた

めには何をどうしたらいいのか、

どういうふうに考えていったら

良いのかということを知りたい

という人が徐々に増えてきてい

ます。 

ハンガリーの取り組みとして

は、具体的に 35 歳以上の三段以

上限定で、比較的年齢の高い人だ

けを集めて 3 日間程度の生涯剣

道合宿というものをこの 5～6 年

やっています。講師には、お付き

合いのある太田昌孝先生にお願

いをしています。現在は、国士舘

大学を退官されておりますが、太

田先生に来ていただいて立ち合

いを一つひとつ見ていただいた

り、講義という形で様々な話をし

ていただいています。やっぱり、

ポイントはずっと続けるために

何をしたらいいのかということ

ですね。この合宿を行うと、中年

以上の方々は目標が改めて定ま

るようです。若い人達がやってい

るガンガンパワーを付けてやる

ような剣道も、この先持たないだ

ろうという危機感を持っていま

す。ですが、逆に細かい体の使い

方だったり、様々なものの考え方

を教わると楽しみが増えるみた

いで、非常に好評です。 

ハンガリーだけでなく、ヨーロ

ッパ全体でもそういった流れが

出てきています。たとえば、七段

以上限定の講習会をやりたいな

どの要望が出ています。また、日

本からは若い講師じゃなくて、年

配の大先生に来ていただき、講話

をしていただくといったアイデ

アなどがどんどん挙がっていま

す。だからある意味で、競技的な

部分と二極化してきてはいるの

ですが、全体的に見たらだんだん

剣道に対して理解が深まってき

ていますので、非常に面白いと思

います。 

【酒井】ありがとうございます。

生涯剣道とか生涯武道というの

は、なかなか外国では難しいとこ

ろですけれども、素晴らしい取り

組みだと思います。ありがとうご

ざいました。 

 ここで、折角ですので質疑応答

の時間を少し取りたいと思いま

すが、ご質問がある先生はご発言

いただいてもよろしいのですが。

いかがでしょうか。 

【軽米】阿部先生ご無沙汰してお

ります。天理大学の軽米です。 

【阿部】ご無沙汰しています。 

【軽米】いま日本国内も新型コロ

ナウイルスの関係で剣道がなか

なか実践しづらい状況が続いて

いますが、ハンガリーの方はどの

ような状況なのでしょうか。教え

てください。 

【阿部】はい。今日参加していら

っしゃるカメリアさんには非常

に失礼ですけれども、うちは隣の

ラテン系のルーマニアほどオー

プンではなく、かなり自粛をして

いるという現状です。ルーマニア

はものすごくオープン過ぎて、感

染者が急増していまして大変な

状況と聞いています。ハンガリー

の場合、つい昨日、政府発表で国

境をすべて閉鎖して外国の方を

入れないようにすると言ってい

ましたね。3 月の半ばから 3、4、

5、6 月の半ばまで自粛期間が続

き、剣道ができていませんでした

が、6 月末からは地方から段階的

にスポーツも始めて良いという

ことになりましたので、この夏場

うちはずっとやっています。普段

と変わらない状況でやっていま

す。しかし、他の種目を見ると、

先週辺りからレスリングのナシ

ョナルチームのメンバーが集団

感染した報告や、昨日、一昨日も

空手のナショナルチームから陽

性者が出たなどの報告を結構聞

いていますし、政府関係者でも大

臣が一人感染しているみたいで

すし、確実に広まっています。9

質問する軽米氏 
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月から学校も始まりますが、おそ

らく 10 月くらいにはまたオンラ

インに切り替わるというような

状況です。 

【軽米】ありがとうございます。

はい、くれぐれもご自愛ください。 

【阿部】ありがとうございます。 

【酒井】はい、他の先生方で聞い

ておきたいことはございますか。 

【数馬】貴重なお話ありがとうご

ざいます。 1999 年の時に私も一

度お伺いさせていただいて、本当

に綺麗な街並みを覚えています。

また、稽古終わった後には、川の

近くにある 400 年くらい続く温

泉などもあって、とても日本に近

いような素敵な国だなという印

象があります。今日のお話の中で、

特に最後の生涯剣道について私

が一番聞きたかったところでも

ありました。このお話に関連する

ことを一点ご質問させてくださ

い。アラン元会長がおっしゃった

「剣道は競技しか魅力が見えて

こないというふうになったら将

来が大変だ」というお話をされて

いて、やはり日本の責任というよ

うなこともおっしゃっていたと

思います。以前にも聞いたことが

ありますが、剣道の理念という言

葉そのものの理解がそれぞれの

国によって違ったりするといっ

たことは確かだと思いますが、た

だ竹刀を使っているということ

は共通していますし、その起源が

刀であったり、修練方法が木刀で

あったりするということに繋げ

ていくと日本剣道形というよう

なところにも目を向けることが

できると思います。現在、私もこ

のコロナウイルスの影響で何も

できてない状態ですが、今まで見

つめていなかった日本剣道形に

取り組んでいます。その中から体

の捌きなど、すごく重要なことを

学べるなと感じていました。私は

ヨーロッパの皆さんが日本の

我々に比べて形を稽古している

時間がものすごくたくさん機会

があって、拝見すると非常にお上

手だという印象を受けています。

そういった意味でもやはりヨー

ロッパの方、特にハンガリーの方

が形をどのようにしているのか、

学ぼうと修練されているのかと

いうようなことを聞きたいこと

と、形のことについて日本に期待

するといったことがあればこの

機会にお聞かせいただきたいな

と思いました。 

【阿部】 ご質問ありがとうござ

います。数馬先生が今おっしゃら

れている通り、形に関してはヨー

ロッパの方々は全体的に見ても

人気があり好きな方が多いです。

特に、日本の方と比べても低段者

ですね。五段以下くらいだったら

日本人よりもはるかに上手いと

思う人がたくさんいます。やはり、

時間をかけてやっていますし、基

本的にパターン化された形の稽

古っていうのが好きというよう

な印象を受けます。特に、昔から

受け継がれているとか、伝統があ

るなんてことになると、それだけ

で非常に魅了されてしまう、好き

になってしまうのがヨーロッパ

人の一つの傾向です。そういった

意味でも、形の稽古はヨーロッパ

にとって非常にマッチはしてい

ると思いますね。 

うちの場合、改めて剣道形を特

別にやっていますが、基本的には

各クラブに任せています。僕も今

一つ反省がありまして、周りの国

と比べると確かにハンガリー人

は形が下手だなという反省があ

りました。最近、形だけの講習会

を開催したりなど、お互いに練習

する会なども増やしています。中

でも、私個人的にいろいろな国を

見ていて、形が上手だなと思うの

はドイツ人とフィンランド人で

すね。性格的にも合うのかなって

思います。そういう話をしていた

ら、とあるカトリック系の彼はイ

タリア人なのかな「あいつらプロ

テスタントだから」と言っていま

したけれども、突っ込んでやるの

が好きで、型にはまったものが好

きだからというふざけた言い方

をしていました（笑）。しかし、

実際にそういう違いもあること

を考えると、ハンガリーもカトリ

ックだから真面目にやればでき

るはずだけれども、できてないと

いうことは全体的にあまり力を

入れてこなかったせいかなと反

省はしています。 

形の意味自体を若い子どもは

新しいものだと興味を持つので

すが、三段とか四段とかになって

形を覚えてできるからというこ

とで、あまり形の稽古に取り組ま

質問する数馬副会長 
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なくなってきます。ですが、これ

が 40 過ぎて 50 近くになって五

段、六段、七段なんて受けるよう

になってくるとまた形に戻って

くるような人達がいて（笑）。30

年以内だとこのサイクルを見る

ことができませんでした。最近

「あ、年を取ってくるとまた戻っ

てくる。戻ってくるというよりは

また新たな何かに気づくものが

あるのかな」と長い目で見ていく

ような感覚を持つようになりま

した。生涯剣道のことに関しても

そうで、若いうちから生涯剣道な

んて言っている中学生、高校生が

居たら気持ち悪いくらいなもん

ですから（笑）。そのような年齢

になって、初めて理解してくれる

のだなというのを改めて最近感

じています。あまり頭ごなしに言

っても意味がないな、必要性を感

じたときに「ポンっ」と引き出し

からアイデアを出せればいいの

かなというように考えています。

でもその中で、やはり形は非常に

大切で、凝っている人は日本剣道

形だけじゃ物足りないみたいで、

インターネットなどで様々なも

のを見つけて実践している方は

結構いますし、非常に重要なこと

だと思っています。 

【数馬】ありがとうございました。 

【酒井】ありがとうございます。

時間のこともありますので、あと

もうお一方くらいですね。どなた

か質問ございますか。 

【植原】植原です。いいでしょう

か。 

【酒井】どうぞ。 

【植原】阿部先生、ご無沙汰して

います。 

 私も折々自分の授業で武道を

専門にしていない学生に対して、

武道が国際的に普及するとか国

際化するという話をするときに、

阿部先生のいろいろな体験談を

使わせていただいています。先生

の本を見ながらですね、いろいろ

話をさせていただいております。

その際に一番インパクトがあっ

たのは、外国の方が剣道をやると

きに「日本は好きだし剣道も好き

だけれども、別に日本人になりた

いわけじゃないんだ」というお話

もあったと思います。要するに、

日本の武道であったり剣道とい

うものを理解はしてくれるけれ

ども、日本でやっている通りにや

らされることにはやっぱり文化

的な抵抗がある。その辺のことか

ら、どうやら学生は武道のことを

スポーツ・競技的に考えていたけ

ど「そういうものじゃないらしい

ぞ」という気づきが学生に見えて

くるというときに、阿部先生のお

話を使わせてもらっている次第

です。 

そして、最初にあった青年海外

協力隊の件でお聞きしたいこと

があります。今の学生、若い連中

って結構やっぱり内向き傾向が

あり、海外に出て自分の持ち味を

生かしたいという学生が思った

以上に少ないと感じています。大

学教員が「青年海外協力隊の制度

を使って外に行ってみろよ」と言

うと、2～3 年で「ああ、良い体験

してきたなぁ」でまた日本に戻っ

てくると。でも、派遣される側か

らすると「それじゃあ困るんだ」

と。「ああ、良い体験できたな」

で帰ってくるんじゃなくて、その

国に文化というか剣道で貢献す

るというのが求められると思い

ます。骨を埋めろとまでは言わな

いにしても、受け入れる側からす

ると日本の若い人が来てもらっ

たときに、どういう意識をもって、

どのような役割を果たして欲し

いかということについて阿部先

生のお考えを聞かせていただけ

れば、また私が若い学生達にもの

を言うときに生かせるかなと思

うので、何かコメントいただけま

すでしょうか。 

【阿部】剣道に限っての話ですが、

協力隊で我々が派遣された当時、

おおよそ20代半ば過ぎから35歳

くらいまでの若い人で五段前後

の人が派遣されていました。ハン

ガリー、ルーマニア、ブルガリア

それからポーランド、その後南米

など様々な所へ派遣され、現在で

は 20 か国くらいになると聞いて

います。今も続いていますが、若

い協力隊の隊員ではなく、途中か

ら定年されたシニアの年配の方

を派遣するシステムができまし

た。そういった方々が海外に行っ

てらっしゃって、様々な面でご活

躍されている部分はありますが、

これが場所によって効果がある

場合と効果がない場合がありま

す。たとえば、ある程度連盟が出

質問する植原氏 
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来上がっている国にシニアの方

が行かれると経験豊富なんで、連

盟として指導も「こうやったら、

こう」なんていう道筋なんてだい

たい見えますから、すごく重宝が

られるんです。一方で、私が来た

当初のハンガリーのように、みん

な何も分からないのだけれども、

エネルギーしかないこういった

ところに年配の方がこられると

嚙み合わないわけですね。彼らか

らすると、一緒に酒を飲んで、一

緒に倒れるまで稽古してくれる

ような若い人のほうが良いわけ

です。その連盟、その国の成熟度

によって求められる人材が違う

ので、その国のどこの部分に力を

入れたいのかとか、その役割をき

ちっと把握していればどこに行

っても活躍はできると思います。

私が当時、ハンガリーに来たとき

は 27 歳で、若い連中とごちゃご

ちゃになってやっていましたけ

れど、今のハンガリーに当時の

27 歳の私が来ても居場所がない

と思います（笑）。それは国によ

って違いますので、役割を見極め、

何ができるのかを考えれば、様々

なことが見えてくるんじゃない

かなと思います。 

【植原】なるほど。やはり、いき

なり飛び込むというよりも、ある

程度その国の事情を勉強して、情

報もしっかりと理解をする。それ

が大事だということですね。 

【阿部】ハンガリーは、私が来て

から 30 年経っていますので、情

報は増えていますし、全剣連にし

ろ、他の協力隊にしろ、他の剣道

関係の組織にしろ、人脈もあり情

報も持っていると思いますので、

それを上手にまわせるようにで

きれば、お互いに効果のある喜ば

しい関係が若者なりにできると

は思います。 

【植原】やはり、初期の時代より

今は情報をよりよく生かすとい

うのが重要になってきますね。 

【阿部】そうしないと逆に要らな

いってケースも出てきてしまう

と思います（笑）。 

【植原】なるほど。肝に銘じて学

生を指導したいと思います。あり

がとうございます。 

【酒井】ありがとうございます。

長時間にわたり、阿部先生、どう

もありがとうございました。ハン

ガリーで 30 年近くご指導されて

こられた阿部先生ならではのお

話が伺えたと思います。まさしく、

剣道の海外事情の最前線を今日

はお話しいただいたということ

で、ありがとうございました。ま

だ、質問をしたいと思っている先

生方もいらっしゃるとは思いま

すけれども、時間も参りましたの

で、これで特別講演を終わりにさ

せていただきたいと思います。ど

うもありがとうございました。 

【阿部】ありがとうございました。 
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令和元年度 剣道専門分科会事業報告 

１） 総会の開催 
令和元年 9 月 6 日（金）、國學院大學横浜たまプラーザキャンパス 1号館 B2F 102 教室において、平

成 30 年度事業報告および平成 30 年度決算、令和元年度事業計画および令和元年度予算を審議し、

承認した。 
 

２） 日本武道学会第 52 回大会における分科会企画講演会の開催   
下記の内容で講演会を開催した。           
テーマ：「人口減少時代におけるスポーツ」 
日 時：令和元年 9 月 6 日（金）15：00～16：30 
場 所：國學院大學横浜たまプラーザキャンパス 1号館 B2F 102 教室 
講  師：独立行政法人日本スポーツ振興センター情報・国際部部長 和久 貴洋 氏 
司 会：常磐大学 小澤 聡 氏、専修大学 齋藤 実 氏 
 

３） 研究会の開催 
令和元年度の研究会は、新型コロナウイルス感染症の拡大により次年度に延期することとした。 
＜延期＞ 
テーマ：剣道における安全性の研究を振り返る −剣道用具の研究を中心に− 
日 時：令和 2 年 3 月 21 日（土）15：00～16：15 
場 所：明治大学中野キャンパス 高層棟 515 教室 
講 師：百鬼史訓氏（日本武道学会会長、剣道専門分科会顧問） 

 
４） 幹事会の開催（3 回） 

下記の日時・場所で、幹事会を 3回開催した。 
第 1回 令和元年 5 月 11 日（土）（明治大学駿河台キャンパス研究棟 2階第 9 会議室） 
第 2回 令和元年 7 月 13 日（土）（明治大学駿河台キャンパス研究棟 4階第 1 会議室） 
第 3回 令和元年 11 月 16 日（土）（明治大学和泉キャンパス体育館ウエスト（西）棟講義室） 
 

５） 広報活動の活性化 
・ホームページによる情報提供を行った。 

  ・東京学連剣友連合会大会において、広報活動を実施した。 
 

６） 会報『ESPRIT 2019』の発行 
会報『ESPRIT 2019』を令和元年 10 月 18 日付で発行した。 

 
７） ホームページ「KENDO ARCHIVES」の運営 

ホームページ「KENDO ARCHIVES」（http://www.budo.ac/kendo/）を運営した。ホームページにお

いて、剣道専門分科会企画、研究会の案内と報告を行った。また、ESPRIT2018 を公開した。 
 
８） 会費の徴収  

令和元年度会費 2,000円を徴収した。 
 
９） 会員数 

令和 2 年 3 月 31 日現在で会員数は 113名 （うち顧問 7名、名誉会員 8名）となった。 
 

                                   以上 
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令和 2 年度 剣道専門分科会事業計画 

 
１） 総会の開催                 

下記の日時・場所において総会を開催する。 
日 時： 令和 2 年 9 月 7 日（月）～13 日（日） 
場 所： メール審議 
議  題： 会長・副会長の承認、 

令和元年度事業報告および令和元年度決算、 
令和 2 年度事業計画および令和 2 年度予算、ほか 

  
２） 日本武道学会第 53 回大会における分科会企画講演の開催             

下記の内容で、講演を開催する。 
日 時： 令和 2 年 9 月 8 日（火） 14:30〜16:00 
場 所： Zoomミーティング 
テーマ： 剣道と新型コロナウイルス感染症とをどのように共存させていくのか？ 
講 師： 宮坂 信之 先生（東京医科歯科大学名誉教授） 
司 会： 廣野 準一 先生（信州大学） 

    
３） 研究会の開催   

令和 2 年度研究会を以下の日程で実施する予定である。 
日 時： 令和 3 年 3 月 27 日（土）全国理事会終了後 
場 所： Zoomミーティング 
テーマ： 剣道の海外事情最前線 
講 師： クリストファー・ヤング氏（北米トヨタ自動車・バイスプレジデント、アメリカ剣道

ナショナルチーム・男子コーチ） 
 
４） 幹事会の開催 

原則として本部理事会開催日に幹事会を行う。 
（5 月、7 月、11 月、3 月） 

 
５） 広報活動の活性化 

・ホームページによる情報提供を行う。 
・剣道に関する学術情報を英訳し、発信する。 

  ・東京学連剣友連合会大会において広報活動を実施する。 
 
６） 会報『ESPRIT 2020』の発行 

会報『ESPRIT 2020』を発行する（9 月末発行予定）。 
 
７） ホームページ「KENDO ARCHIVES」の運営 

ホームページ「KENDO ARCHIVES」（http://www.budo.ac/kendo/）を運営する。 
 
８） 会費の徴収   

令和 2 年度会費 2,000円を徴収する。 
 

以上 
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事務局だより 
 
会員の皆様におかれましては、平素より剣道専門分科会の運営に格別のご協力を賜り、厚く御礼申し上

げます。ここに剣道専門分科会会報 ESPRIT2020 を送付させていただくことができました。 
本年度から剣道専門分科会の体制が変わりました。会長に長尾先生、副会長に数馬先生、幹事長に酒井

先生、副幹事長に大石先生が就かれることになりました。新体制の任期において、皆様の変わらぬご協力

の下、滞りなく運営できれば幸いです。 
本誌で掲載させていただきました学会大会での分科会企画講演のタイトルは「人口減少時代における

スポーツ」「剣道と新型コロナウイルス感染症とをどのように共存させていくのか？」のように今まさに

取り組むべき問題を扱っています。また、若手研究者の動向では、学問とパフォーマンスをつなぐ研究を

されている先生を紹介させていただきました。そして、新たな企画として剣道の海外事情最前線が始ま

りました。どのページを見ても、わたしたちが知っておくべき情報が詰まっていると思います。これから

も本誌から有益な情報提供ができればと思っておりますので、皆様からの引き続きのご協力をよろしく

お願い申し上げます。 
末筆ではございますが、皆様のご健勝と益々のご活躍をお祈り申し上げます。 

 
事務局長        
奥村 基生（東京学芸大学） 
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